




























フィールドセンター 3 部門 6 分野の教員とその教育研究を力強くサポートする技術職員によって，このような活発な教育
研究活動が展開されています。
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厚生労働省は 2011 年 3 月 17 日，食品衛生法に基づき，
原子力安全委員会が定めた指標値を食品中の放射性 Cs の
暫定規制値（乳 200 Bq/kg，肉 500 Bq/kg）として定めた（厚
生労働省 2011）。これを受け，農林水産省（2011a）は 2011
年 4 月 14 日，粗飼料中の放射性物質の暫定許容値として
乳用牛（経産牛および初回交配以降の牛）および肥育牛（出
荷前短くても 15 か月程度以降の牛）に給与される粗飼料
については 300 Bq/kg 現物以下，上記以外の牛に給与され
る粗飼料については 5,000 Bq/kg 以下と定めた。2011 年 8
月 1 日には，畜産飼料に含まれる放射性 Cs の含量を 300 
Bq/kg 以下（粗飼料は水分含有量 8 割ベース，その他飼料
は製品重量）とする暫定許容値を設定した（農林水産省
2011b）。さらに 2012 年 2 月 3 日には，牛および馬用飼料
中の放射性 Cs の最大許容値が 100 Bq/kg（粗飼料は水分を
80% 含むとし，その他の飼料は製品の現物重量ベースで算














集積することが，森林（Koarashi ら 2012； Tanaka ら 2012; 
Nakanishi ら 2014）および草地（Ramzaev ら 2013； Ogura
ら 2014）で明らかになっている。その後，降雨や融雪等の
影響で水平および垂直方向に移動することはあるものの
（Arapis と Karandinos 2004），その程度はきわめて小さい
（Hölgye と Maly 2000； Koarashi ら 2012； Tanaka ら 2012; 
Ramzaev ら 2013； Nakanishi ら 2014）。従って，汚染された
農地の除染方法として，汚染された土壌表層の除去，プラ
ウ反転耕による汚染土壌の深層への移動，ロータリ耕によ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































シの作付けを行うため，4 圃場（6.8 ha）で 2011 年に牛糞
完熟堆肥を施用した。2012 年 4–5 月には，それら 4 圃場で
ロータリ耕を行い，飼料用トウモロコシを作付けした。ま
たその作業と並行しながら，別の 4 圃場（10.3 ha）でイタ
リアンライグラス草地の造成作業を行った。18-1，20-1・2，
20-3 圃場ではプラウ耕を行ったが，13-3 圃場はロータリ
耕とした。これらの草地では，2012 年 7 月にイタリアンラ
イグラスを収穫した後，再び更新作業を行い，同年秋に永
年牧草を播種した。また，飼料用トウモロコシを作付した










除染更新作業は 2011 年には 0.7 ha（1.1%）であったが，
2012 年 に は 計 27.6 ha（41.5%），2013 年 に は 計 50.9 ha























（ha） （ℓ） （ℓ） （kg） （kg） （t） （kg）
2-2 1.0 5 1.7 325 625 20 28 
3 1.2 6 2.0 375 750 24 34 
10-2 3.0 15 5.1 950 1,875 60 84 
21-1 1.6 8 2.7 500 1,000 32 45 




面積 ラウンドアップ 化成 777 重過石 熔燐 苦土石灰 牛糞 
完熟堆肥
播種量
（ha） （ℓ） （kg） （kg） （kg） （kg） （t） （kg）
13-3 2.0 20 900 900 2,500 4,000 40 90
18-1 2.0 20 900 900 2,500 4,000 40 90
20-1・2 4.4 44 1,950 1,950 5,450 8,700 87 196
20-3 2.0 20 900 900 2,500 4,000 10 90
計 10.4 104 4,650 4,650 12,950 20,700 177 466






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ロアブル乳剤を 1.7ℓ/ha，高度化成 15-15-15 を 250 kg/ha，
被服尿素 LP70 を 250 kg/ha，牛糞完熟堆肥を 20 t/ha それぞ
れ使用し，牧草地ではラウンドアップを 10ℓ/ha，化成 777
を 300 kg/ha，重過石を 300 kg/ha，熔燐を 500 kg/ha，苦土

























中放射性 Cs の測定は，2011-2014 年には川渡フィールドセ
ン タ ー 所 有 の ガ ン マ カ ウ ン タ ー（WIZARD2® 2480, 
PerkinElmer, Waltham, USA）により測定した。ガンマカウ
ンターによる測定時間は，1 サンプルあたり 10-60 分間と




EMS, セイコー ･ イージーアンドジー株式会社）により，
サンプルはいずれも U-8 容器に充填し，2000 秒で測定さ
れた。
牧草中放射性 Cs 含量の測定結果を表 5 に示す。なお，
はじめに述べたように，牛および馬用粗飼料中放射性 Cs
の最大許容値は 100 Bq/kg（水分を 80% 含むとする），すな
わち 500 Bq/kg DM である（農林水産省 2012）。
2011 年には，二番草に含まれる放射性 Cs 含量を圃場に
おいて生育状態で採取して測定した。放射性 Cs 含量が 500 
Bq/kg DM を下回った圃場は 4 圃場（12-2 号，12-3 号，
13-3 号および 20-3 号）であり，242-492 Bq/kg DM であった。
それ以外の圃場では 621-6,284 Bq/kg DM と高い値を示し
た。2012 年春には，ブルドーザで表土剥離を行った 12-3
号圃場では飼料中放射性 Cs 含量は 157 Bq/kg DM と低かっ
た。未除染圃場のうち，13-3 号と 20-3 号では 302-314 Bq/
kg DM と比較的低かったものの，それ以外の圃場では 663-
3,447 Bq/kg DM と高い値を示した。
除染更新によりイタリアンライグラスを作付した 4 圃場
では，夏の収穫物中の放射性 Cs 含量は 87-198 Bq/kg DM
と大きく低下しており，除染更新の効果が認められた。除
染更新の効果は 2013 年以降も認められ，2012 年秋に除染
更新を行った 9-1 号と 13-1・2 号圃場では，2013 年一番草
中の放射性 Cs 含量が 29-100 Bq/kg DM と低かった。また，
未除染圃場においても 2012 年にくらべ放射性 Cs 含量は低
下しており，190-768 Bq/kg DM であった。2014 年には，
多くの圃場で生産が再開されたが，いずれも放射性 Cs 含
量が低く，8-283 Bq/kg DM であった。未除染の 5-2 号圃場
のハルガヤも，93 Bq/kg DM と低い値であった。飼料中放
射性 Cs 含量は 2015 年以降も低く，家畜に給与しても問題
の無い値を示している。
飼料用トウモロコシに含まれる放射性 Cs 含量は，2012
年の生草サンプルで 11-18 Bq/kg DM，2012 年と 2015 年サ






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2011 年 3 月に発生した東京電力福島第一原子力発電所の
事故により，川渡フィールドセンター全域が放射能汚染を
受けた。国が定めた牛および馬用飼料中の放射性 Cs の最





（66.6 ha）の 89.0% を更新した。更新前の牧草中放射性 Cs
含量は 302-3,447 Bq/kg DM と高かったが，更新後には
2–283 Bq/kg DM と最大許容値を大きく下回った。飼料用ト
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環境の時代の研究最前線－」出版記念， 東北大学大学院農
学研究科， 7 月 9 日， 要旨集， 16-28．
美濃島秀臣・南出圭祐・浅木直美・山本岳彦・齋藤雅典・
伊藤豊彰 （2015）生ゴミアシドロコンポストの特性と雑草
抑制効果．PICS みやぎ 10 周年記念シンポジウム 「コンポ
スト科学－環境の時代の研究最前線－」出版記念， 東北大
学大学院農学研究科， 7 月 9 日， 要旨集， 41-45．
伊藤豊彰 （2015）主に夏期高温条件での水稲の収量，品
質に対するケイ酸資材の効果． 平成 27 年産酒米作柄検討
会 （松山町酒米研究会）， 大崎市， 12 月 11 日．
美濃島秀臣・宇野　亨・齋藤雅典・伊藤豊彰 （2015）生
ゴミアシドロコンポストの乳酸以外の生育阻害成分の単
離・同定． 2014 年度 PICS・みやぎ研究成果報告会， 東北
大学大学院農学研究科， 3 月 24 日．
齋藤雅典 （2015）農業の環境評価方法：現状と将来． 第




連防災世界会議 パブリックフォーラム （Model Village をつ
くろう－新しい農業と安心・安全で豊かな農村の姿を目指
して）， 仙台市， 3 月 14 - 18 日．
1）原著論文（審査のある学会誌など）
Chen S, S Tanaka, S Ogura, S.G. Roh, S. Sato（2015）
Effect of suckling systems on serum oxytocin and cortisol con-
centrations and behavior to a novel object in beef calves. 
Asian-Australasian Journal of Animal Sciences. 28：1662-1668.
Koyama A, Yoshihara Y, Undarmaa J, Okuro T 
（2015）The role of grazing refuge for palatable plants by 
grazed neighboring tussocks associated with tussock morphology 
in a semi-arid Mongolian rangeland. Plant Ecology & Diversity， 
8：163-171.
Ohara A, Oyakawa C, Yoshihara Y, Ninomiya S,Sato 
S （2015）Effect of Environmental Enrichment on the Behavior 
and Welfare of Japanese Broilers at a Commercial Farm. The 
Journal of Poultry Science， 52：323-330.
Sasaki H, R Awais, J Takahashi, Y Tanji, C Tada, S 
Ogura, S Sato, Y Nakai （2015）The effect of grazing on fe-
cal shedding of pathogenic Escherichia coli in beef cattle. Journal 










Tozawa A, S Tanaka, S Sato （2015）A case study：The 
effects of components of grazing system on welfare of fattening 
pigs. Asian-Australasian Journal of Animal Sciences. Published 
online 3 Sep 2015.DOI：http://dx.doi.org/10.5713/ajas.15.0190
Yoshihara Y, Sato S （2015）The relationship between dung 
beetle species richness and ecosystem functioning. Applied Soil 
Ecology， 88：21-25
Yoshihara Y, Mizuno H, Ito YT （2015）Effects of soil-salt 
accumulation on sheep body weight in Mongolian grassland：
evidence of excess salt in plant and wool samples. Landscape and 
Ecological Engineering， 11：235-238.
Yoshihara Y, Koyama A, Undarmaa J, Okuro T 
（2015）Prescribed burning experiments for restoration of de-





Ariga S, Tanaka S, Chiba T, Shibuya K, Kajiwara I, 
Chen S, Sato S. （2015）Long-term exercise on soil floor im-
proves the health and welfare of Japanese Black steers. Proceed-
ings of the 49th Congress of the International Society for Applied 
Ethology：p. 148. （Sapporo， Japan， 2015）
Chen S, Roh S, Sato S. （2015）Effect of intranasal oxyto-
cin administration on serum oxytocin oxytocin concentration and 
13
its relationship with responses to a novel material on cows. Pro-
ceedings of the 48th of the International Society for Applied 
Ethology， Sapporo Japan pp68.
Matsuura S, Yoshihara Y （2015）The current status of 
livestock production， grasslands and grassland management pol-
icies in Japan. Proceeding of the Regional Consultation on Sus-
tainable Grassland and Pasture Management in Asia. （Ranzhou， 
China， 2015）（invited）
Ogura S and Saito M （2015）Effect of topographical con-
dition on radioactive cesium pollution of herbaceous plants in a 
mountainous grazing pasture after Fukushima Dai-Ichi Nuclear 
Power Plant accident. Proceedings of 23rd International Grass-
land Congress， p 1184. 20-24 November， Delhi， India.
Ohara A, Shishido T, Nobuoka S, Sato S （2015）Un-
husked rice feeding and dark period improved welfare of broilers. 
Proceedings of the 49th of Congress the International Society for 
Applied Ethology， p162. 14-17 September， Sapporo， Japan
Saito M, Suzuki T, Hoshino T and Ogura S （2015）Dis-
tribution of radiocesium in soil and its uptake by herbaceous 
plants in temperate pastures after the Fukushima Dai-Ichi Nucle-
ar Power Station accident. Abstract book of 13th International 
conference on Biochemistry of Trace Elements， p 234. 12-16 
July， Fukuoka， Japan 
Sato S （2015）A study on the normal behaviour of cattle in 
Japan. （Wood- Gush Memorial Lecture）. Proceedings of the 
49th Congress of the International Society for Applied Ethology. 
p.39. 14-17 September 2015. Sapporo， Japan.（invited）
Sato Y, Ogura S, Yoshihara Y and Tamate BH （2015）
Effect of reduction of human activity in a mountainous area on 
the utilization of farmlands by wild boars （Sus scrofa）. Pro-
ceedings of 5th International Wildlife Management Congress， 
pp. 310. 26-30 July， Sapporo， Japan
Yoshihara Y, Tada C, Takada T, Nyam-Osor P, 
Khorolmaa C, Nakai Y （2015）Mongolian water quality 
problem and health of free-grazing sheep. Proceedings of the 5th 






















会合同 2015 年度春季研究発表会． （2015 年 3 月，宇都宮）
梶原惟央璃・小倉振一郎・佐藤衆介（2015）異なる飲水
温がヒツジの飲水行動，飲水量ならびに摂食量に及ぼす影
響．日本家畜管理学会誌・応用動物行動学会誌 51 （1）：pp. 
77．日本家畜管理学会・応用動物行動学会 2015 年度春季




会誌 61（別）pp. 77. 信州大会 2015 年 3 月．（日本草地学会




（別）pp. 77. 信州大会 2015 年 3 月．（日本草地学会信州大




pp. 77. 信州大会 2015 年 3 月．（日本草地学会信州大会，




誌・応用動物行動学会誌 51 （1）：p. 28. 日本家畜管理学会・
応用動物行動学会 2015 年度春季合同研究発表会（日本家
畜管理学会・応用動物行動学会 2015 年度春季合同研究発
表会，2015 年 3 月，宇都宮市）
小原　愛（2015）日本のブロイラー生産における福祉的
飼育方法の提案．日本家禽学会誌 52：pp. 5-8. 日本家禽学
会 2015 年度秋季大会シンポジウム 2015 年 9 月．（日本家
禽学会 2015 年度秋季大会，2015 年 9 月，江別市）（招待）
佐々木雄大・吉原　佑・高橋昌也・陶山佳久・Nyam-
bayar Dashzeveg・Xiaoming Lu・Yongfei Bai（2015）
自然草原における生物多様性消失シナリオによる生態系機
能の変化について．（日本生態学会， 2015 年 3 月，鹿児島）
高見澤真太・宍戸哲郎・小倉振一郎（2015）草地と林地
を含む山地放牧地におけるウシの摂食植物と摂取養分．日
本草地学会誌 61（別）pp. 77. 信州大会 2015 年 3 月．（日本
草地学会信州大会，2015 年 3 月，伊那市）
高見澤真太・宍戸哲郎・小倉振一郎（2015）広葉草本お
よび木本の存在が放牧家畜の養分摂取に及ぼす影響．日本
草地学会誌 61（別）pp. 77. 信州大会 2015 年 3 月．（日本草
地学会信州大会，2015 年 3 月，伊那市）
吉原　佑（2015）放牧地の生物多様性が複数の多面的機
能を支える．日本草地学会誌 61（別）p. 26. （日本草地学会，
2015 年 3 月，伊那市）
研究成果
【原著論文】
Fukuda, Y., Akematsu, T., Rizwan, A., Tada, C., Na-
kai, Y., Ronald, E. P., Role of The cytosolic heat shock protein 
70 ssa5 in the ciliate protozoan Tetrahymena thermophila. J. Eu-
karyot. Microbiol.， 2015 Jul-Aug;62（4）：481–93.
Sasaki, H., Awais, R., Takahashi, J., Tanji, Y., Tada， C., 
Ogura, S., Sato, S., Nakai, Y., The effect of grazing on fecal 
shedding of pathogenic Escherichia coli in beef cattle. J. Integrat. 


































Nakai Y, Nishio T, Kitashiba H, Nanzyo M, saito M, Ito 
T, Ohmura M, Abe M, Ogushi Y. The Agri-Reconstruction 
Project and Rapeseed Project for Restoring Tsunami-Salt-Dam-
aged Farmland after the GEJE -An institutional effort. Post-Tsu-
nami Hazard：Restoration and Reconstruction， Advances in 
Natural and Technological Hazards Research， 44， pp293-310， 
Springer （2015）
Fukuda, Y., Suzaki, T. Unusual Features of Dinokaryon， the 




Nakai, Y., Nishio, T., Kitashiba, H., Nanjo, M., Saito, 
M., Ito, T., Michiaki, O., Abe, M. The Rapeseed Project for 
Restoring Tsunami-Salt-Damaged Farmland after the GEJE. J. 










学大会．東京 4 月 5 日．
中井　裕．PICS の歩み . PICS みやぎ 10 周年記念シンポ
ジウム . 東北大学雨宮キャンパス．7 月 9 日．
中井　裕．コンポスト微生物の世界． PICS みやぎ 10 周
年記念シンポジウム．東北大学雨宮キャンパス．7 月 9 日．
瀧澤修平・馬場保徳・福田康弘・多田千佳・中井　裕．ルー
メンハイブリッド型メタン発酵によるペーパースラッジ分
解．第 14 回日本畜産環境学会大会．2015 年 6 月 20 日．
金森眞紀・曽地雄一郎・西　清志・多田千佳・福田康弘・
中井　裕．遺伝子解析法によるウシコクシジウムの種特異
的腸管内感染部位の決定． 第 14回日本畜産環境学会大会． 
2015 年 6 月 20 日．
森　裕美・福田康弘・多田千佳・中井　裕．抗生物質を
用いた堆肥由来アンモニア酸化古細菌の単離の試み． 第
14 回日本畜産環境学会大会．2015 年 6 月 20 日． 
滝沢憲治・福田康弘・中井　裕・多田千佳．魚アラおよ
びパン廃棄物による嫌気性共発酵．第 14 回日本畜産環境




大会．2015 年 6 月 20 日．
三宅英成・張　亮・森　裕美・中井　裕．好気条件下に
おけるアナモックス集積汚泥の基礎的研究．第 14 回日本




大会．2015 年 6 月 20 日．
梅津将喜・福田康弘・中井　裕・多田千佳．微生物燃料
電池の現状とメタン生成古細菌を用いたバイオカソード微





若手研究者の集い夏のセミナー 2015．2015 年 7 月 11-12
日
梅津将喜・多田千佳．メタン生成古細菌を用いた微生物
燃料電池．日本エネルギー学会第 25 回大会．2015 年 8 月
3-4 日
滝沢憲治・多田千佳．魚アラおよびパン廃棄物の共メタ
ン発酵条件の検討， 農業環境工学関連 5 学会 2015 年合同大




endo-/exo-glucanase および xylanase 生産細菌の推定．第 67
回日本生物工学会大会．2015 年 10 月 26-28 日
福田康弘・明松隆彦・Ronald E. Pearlman, Josef Loidl, 
多田千佳・中井　裕・テトラヒメナの半数体核に生じる 
DNA 切断とクロマチン再構成について．第 48 回日本原生
生物学会大会．2015 年 11 月 6-8 日
Kenji Takizawa,  Gen Yoshida,  Kazunori Nakamura, 
Kazunori Nakano,  Chika Tada （2015）Construction of re-
gional circulation and decentralized energy production system by 
the small methane fermentation using exhaust heat， The Japanese 
Society of fishery science， September 2015， Sendai， Japan
［国際会議］
Nakai Y. Collaborative Research in Environmental Science 
between Japan and Mongolia. Environmental Researches in 
Mongolia. August 1.
16
Nakai Y. Rapeseed Project for Restoring Tohoku region after 
Great East Japan Earthquake （GEJE）， and Tohoku Agricultural 
Science Center for Reconstruction （TASCR）. FOOD VALLEY 
EXPO 2015. October 13. Wageningen University， Netherland， 
2015
Tada, C.,  Construction of food circulation system using 
small methane fermentation system. FOOD VALLEY EXPO 
2015. October 13. Wageningen University， Netherland， 2015
Fukuda Y., Akematsu T., Tada C., Nakai Y., Immuno-
fluorescent observation of histone H4 acetylation in micronuclei 
during the early stages of conjugation in Tetrahymena thermoph-
ila. Ciliate Molecular Meeting. July 10-16， 2015.
Akematsu T., Fukuda Y., Garg J., Fillingham J.S., 
Pearlman R.E., Loidl J. A novel formation of g-H2AX in 
postmeiotic micronuclei and its relation to nuclear reprogram-
ming in Tetrahymena thermophila. Ciliate Molecular Meeting. 
July 10-16， 2015.
Tada C., Ito Y, Characteristics of ammonia-oxidizing mi-
crobes under different management regiumes in Japanese cedar 
forests， Water and Environment technology conference 2015， 
Tokyo， Japan 2015
Takizawa K., Tada C., Energy production from fishery 
wastes in a large anaerobic digestion reactor， Water and Envi-
ronment technology conference 2015， Tokyo， Japan 2015
Takisawa K., Tada C., Anaerobic digestion from fishery 
waste and activated sludge in a large-scale reactor， The 4th Joint 
Conference on Renewable Energy and Nanotechnology， Ehime 
University， 2015
Nakai, Y.  Introduction of Tohoku University， Graduate 
School of Agricultural Science and Tohoku Agricultural Science 
Center for Reconstruction （TASCR）， and their future work for 
Metropolitan Bio Food Cluster.  Food Valley Expo Workshop. 
October 14. Wageningen University， Netherland， 2015
1）学会誌等への掲載論文
Hasegawa, Y., Suyama, Y., Seiwa, K. （2015）Variation 
in pollen-donor composition among pollinators in an entomophi-
lous tree species， Castanea crenata， revealed by single-pollen 
genotyping. PLoS ONE 10 （3）：e0120393.
Parducci, L., Väliranta, M,, Salonen, J.S., Ronka-
inen,T., Matetovici, S., Fontana, S.L., Eskola, T., 
Sarala,P., Suyama, Y. （2015）Proxy comparison in ancient 
peat sediments：pollen， macrofossil and plant DNA. Philosoph-
ical Transactions of the Royal Society B 370 （1660）：20130382.
Tachiki, Y., Makita, A., Suyama, Y., Satake, A. 
（2015）A spatially explicit model for flowering time in bam-
boos：long rhizomes drive the evolution of delayed flowering. 
Journal of Ecology 103 （3）：585-593.
Suyama, Y., Matsuki, Y. （2015）MIG-seq：an effective 
PCR-based method for genome-wide single-nucleotide poly-
morphism genotyping using the next-generation sequencing 
platform. Scientific Reports 5：16963.
Sakaguchi, S., Sugino, T., Tsumura, Y., Ito, M., Crisp, 
M.D., Bowman, D.M.J.S., Nagano, A.J., Honjo, M.N., 
Yasugi, M., Kudoh, H., Matsuki Y, Suyama, Y., Isagi, Y. 
（2015）High-throughput linkage mapping of Australian white 
cypress pine （Callitris glaucophylla）and map transferability to 
related species. Tree Genetics & Genomes 11（6）：121.
Fukasawa, Y., Takahashi, T., Arikawa, T., Hattori, T., 
Maekawa, N. （2015）Fungal wood decomposer activities in-
fluence community structures of myxomycetes and bryophytes on 
coarse woody debris. Fungal Ecology 14：44-52.
Hishinuma, T., Osono, T., Fukasawa, Y., Azuma, J., 
Takeda, H. （2015）Application of 13C NMR spectroscopy to 
characterize organic chemical components of decomposing 
coarse woody debris from different climatic regions. Annals of 
Forest Research 58 （1）：3-13.
Fukasawa, Y. （2015）Basidiomycetous ectomycorrhizal 
fungal communities of current-year Pinus densiflora seedlings 
that regenerated on decayed logs and on the forest floor soil. 
Journal of Integrated Field Science 12：19-30.
Fukasawa, Y. （2015）The geographical gradient of pine log 
decomposition in Japan. Forest Ecology and Management 349：
29-35.
Fukasawa, Y., Matsuoka, S. （2015）Communities of 
wood-inhabiting fungi in dead pine logs along a geographical 




























Suyama, Y. & Mastuki, Y. （2015）Development of a novel 
method for conservation genetics with next-generation sequenc-
ing：Multiplexed ISSR （inter-simple sequence repeat）Geno-
typing by sequencing （MIG-seq）. Contribution of Genetics to 
Plant Conservation：International Seminar in Jardim Botânico 
do Rio de Janeiro （Jardim Botânico do Rio de Janeiro， Brazil， 
Feb. 6）
Suyama, Y. & Mastuki, Y. （2015）Development of a novel 
method for conservation genetics with next-generation sequenc-
ing：Multiplexed ISSR （inter-simple sequence repeat）Geno-
typing by sequencing （MIG-seq）. Contribution of Genetics to 
Plant Conservation：Brazil-Japan International Workshop 2015 
（Department of Genetics：Luiz de Queiroz College of Agricul-
ture， University of São Paulo， Piracicaba， Brazil， Feb. 2-4）
Suyama, Y. （2015）MIG-seq：an effective PCR-based 
method for genome-wide SNP genotyping using NGS platform. 
Workshop of Young Scientists on Biodiversity and Conservation 
Biology in Southwest China：Advances in Conservation Genet-
ics. （Laboratory of Biodiversity in Southwest China， Kunming 
China， July 10-13）
Suyama, Y. （2015）Genetic differentiation among local 
populations of Oxera baladica. Oxera baladica， la Fontaine d’
or de Nouvelle-Calédonie. （Mairie de Koumac， Koumac， 
New-Calledonia， November 12）
Nakazawa, F., Suyama, Y., Imura， S., Motoyama, H. 
（2015）Species identification of Pinus pollen found in a glacier 
using a whole genome amplification method. XIX the Interna-
tional Union for Quaternary Research （INQUA）Congress（The 
Nagoya Congress Center， Nagoya， July 26-August 2）
Suyama, Y. & Mastuki, Y. （2015）An effective PCR-
based method for genome-wide SNP genotyping using NGS 
platform. 11th Clonal Plant Workshop （Clone 2015）（Institute 
of Botany of the Czech Academy of Sciences， Třeboň， Czech 
Republic， August 4-7）（Poster）
Fukasawa， Y. （2015）Communities of wood-inhabiting 
fungi in dead pine logs along a geographical gradient in Japan. 
17th Congress of European Mycologists. （Hotel VIDAMAR 





















を用いた山岳氷河中樹木花粉の DNA 分析．第 62 回日本生
態学会大会（鹿児島大学郡元キャンパス，鹿児島，3 月）
佐々木雄大・吉原　佑・高橋昌也・陶山佳久・Nyam-









群集内の相 対優占度との関係． 第 126 回日本森林学会大
会（北海道大学，札幌，3 月 26 ～ 29 日）
鈴木　綾・清和研二（2015）落葉広葉樹成木下における
同種実生から他種実 生への置き換わりの程度 －優占度の













































平成 27 年度にフィールドセンターの 4 つの研究室に在
籍した学生は，学部 4 年生 8 名，大学院博士課程前期 2 年
の課程 19 名，同後期 3 年の課程 2 名の合計 29 名であった。
また，5 学系の学部 3 年生，学部 1 年生，大学院生の計




ラムを実施し，他大学（27 大学）から延べ 578 名（人・日）















9a で栽培した。ニンジンの総収穫量は 1,502kg で，ゴボウ
は 863kg であった。ナガイモの総収量は 2391.2kg であった。
果樹としては，ウメ（2 号圃場）の全収穫量は 262kg で売
払いは 189kg であった。ブルーベリーの総粗収量は 654kg
であり，予定量（470kg）を大きく上回った。ルバーブの









次年度に繰り越し検討することとなった。24 ～ 26 年度に
除染更新した草地（43.3ha）からは，順次採草を行った。













和種 86 頭，日本短角種 26 頭，緬羊 18 頭であったが，生産・
出荷・死亡・管理換えを経て，年度末にはそれぞれ 25 頭，
88 頭，25 頭，14 頭となった。出荷した黒毛和種去勢牛 12
頭の枝肉格付けは，A-5 が 3 頭，A-4 が 4 頭，A-3 が 5 頭
であった。瑕疵は 12 頭中 1 頭（8 ％）で前年度（16.6 ％）
より減少した。乳用種に関しては，平均搾乳頭数が 14 頭
で過去 5 年の平均より 0.38 頭下回った。総産乳量は
110,195 kg であり，過去 4 年平均（震災時を除いた）の








た。現有の農業用トラクタ 9 台の総利用時間は約 1015 時
間で，その他の車両および自走式作業機械を合わせると約



































































菌根菌等の土壌微生物の機能を活用してリン資源有効利用技術の検討。3 号，21 号畑　周年　3 号ハウ






































及び隣接する放牧試験区を調査対象草地とした。草地内に，刈取区（4 ha），放牧区（6.5 ha），放任区（4 
ha）を設け，常置コドラート法による植生の変化を調査した。　調査時期：5 月，9 月　北山地区大尺




















































































































































































































ヒツジ 8 頭とホルスタイン仔牛 6 頭を用いて，アペリン，グレリン，成長ホルモン，インスリン，
IGF-I，Chemerin の分泌動態を調べる。さらに，採取した脂肪組織，肝臓組織などの組織において代謝
と成長に関連する遺伝子の発現量を調べるンスリン分泌や細胞内mRNA発現の変化について検討した。







平成 27 年度の女川フィールドセンターにおいては，1 協
力講座 1 分野として附置されている沿岸生物生産システム
学研究室があり，博士課程（社会人後期）3 年 1 名，博士







員が 4 班に分かれ，各班 1 泊 2 日で計 4 回実習を行った（写
真 1）。7 月は複合生態フィールド科学専門実習（写真 2），
そして，8 月からは 2 年生生産フィールド実習（写真 3），
1 年生臨海実習，そして 3 年生生産フィールド実習（写真 4）
と，実習としては震災前の水準にようやく戻った形となっ

































写真 1 写真 2 写真 3
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写真 4 写真 5 写真 6
写真 10 写真 11 写真 12
写真 7 写真 8 写真 9






































































































































サリ親貝，ウニおよびナマコ等の種苗を H27 年 4 月から H28 年 3 月の 1 年間にわたり屋外コンクリ－





































































五味　泰史　                   　
マリンサイエンス復興支援
室特任助教












































































表 1-2-2　平成 27 年度　　附属複合生態フィールド教育研究センター　複合水域生産システム部　船舶運航関連業務内容一覧
業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　　要
【翠皓　運航業務】
 1.MS 広報活動 平成 27 年 4 月 11 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
 2.MS 広報活動 平成 27 年 4 月 18 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
 3.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 4 月 22 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
 4.MS 広報活動 平成 27 年 4 月 25 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
 5.MS 広報活動 平成 27 年 5 月 9 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
 6.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 5 月 18 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
 7.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 6 月 23 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
 8.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 7 月 15 日 女川湾採泥調査（アシュラ採泥器）
 9.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 7 月 22 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
10.MS 広報活動 平成 27 年 8 月 7 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
11.MS 広報活動 平成 27 年 8 月 28 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
12.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 8 月 31 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
13.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 9 月 7 日 女川湾津波堆積物調査（東海大学）
14.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 9 月 16 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
15. 翠皓ドック（上架） 平成 27 年 10 月 5 日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
16. 翠皓ドック（下架） 平成 27 年 10 月 16 日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
17.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 10 月 20 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
18.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 12 月 16 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
19. 発電機・主機関定期整備 平成 28 年 1 月 12 日・13 日 定期機関整備
20.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 28 年 1 月 22 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
21. 翠皓ドック（上架） 平成 28 年 1 月 27 日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
22. 翠皓ドック（下架） 平成 28 年 2 月 12 日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
23.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 28 年 2 月 18 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
24.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 28 年 3 月 16 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
【海生　運航業務】
 1.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 4 月 1 日 アカガイのサンプリング
 2.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 4 月 2 日 女川湾養殖環境調査
29
業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　　要
 3.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 4 月 8 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
 4.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 4 月 13 日 女川湾海水流動調査
 5.MS 調査　水産資源生態学 平成 27 年 4 月 13 日・14 日 女川湾における底生魚類相調査
 6.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 4 月 28 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
 7.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 4 月 30 日 女川湾養殖環境調査
 8.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 5 月 7 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
 9.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 5 月 11 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
10.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 6 月 8 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
11.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 6 月 15 日 女川湾海洋観測ブイのメンテナンス
12.MS 調査　水産資源生態学 平成 27 年 6 月 17 日・18 日 女川湾における底生魚類相調査
13.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 6 月 24 日 女川湾養殖環境調査
14.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 6 月 26 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
15.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 7 月 7 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
16.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 7 月 14 日 女川湾流速計メンテナンス
17.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 7 月 16 日 女川湾海水流動調査
18.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 7 月 27 日 女川湾養殖環境調査
19.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 7 月 27 日 流速計メンテナンス
20.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 8 月 6 日 女川湾におけるプランクトン・ベントス研究及び環境データ収集
21.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 8 月 12 日 女川湾プランクトンの採集
22.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 8 月 21 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
23.MS 調査　水産資源生態学 平成 27 年 9 月 1 日・2 日 女川湾における底生魚類相調査
24.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 9 月 3 日 女川湾における生物採集・環境データ測定
25.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 9 月 3 日 女川湾養殖環境調査
26.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 9 月 14 日 女川湾海水流動調査
27.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 9 月 17 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
28.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 9 月 30 日 流速計メンテナンス
29.MS 調査　水圏動物生理学 平成 27 年 10 月 5 日 投与実験ホタテガイの垂下とサンプリング
30.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 10 月 6 日 海水・泥サンプル採集と環境データ測定
30
業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　　要
31.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 10 月 19 日 女川湾の瓦礫分布調査
32.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 10 月 27 日 海洋観測ブイのメンテナンス
33.MS 調査　水圏動物生理学 平成 27 年 10 月 27 日 投与実験ホタテガイの垂下とサンプリング
34.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 10 月 30 日 海洋観測ブイのメンテナンス
35.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 11 月 9 日 環境データ測定と生物サンプル採集
36.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 11 月 10 日 海洋観測ブイのメンテナンス
37.MS 調査　水産資源生態学 平成 27 年 11 月 10 日・11 日 女川湾における底生魚類相調査
38.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 11 月 20 日 女川湾定点観測（翠皓補機不調による代行）
39.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 12 月 7 日 流速計メンテナンス
40.MS 調査　水圏動物生理学 平成 27 年 12 月 7 日 投与実験ホタテガイの垂下とサンプリング
41.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 12 月 8 日 女川湾サンプル採集と環境データ測定
42.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 27 年 12 月 16 日 海洋環境調査
43.MS 調査　生物海洋学 平成 28 年 1 月 8 日 女川湾サンプル採集と環境データ測定
44.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 28 年 1 月 8 日 流速計のメンテナンス
45.MS 調査　水産資源生態学 平成 28 年 1 月 14 日・15 日 女川湾における底生魚類相調査
46.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 28 年 1 月 26 日 女川湾海水流動調査
47.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 28 年 1 月 29 日 海洋環境調査
48.MS 調査　女川フィールドセンター 平成 28 年 2 月 1 日 海生定期ドック上架（小乗浜）
49.MS 調査　女川フィールドセンター 平成 28 年 2 月 3 日 海生定期ドック下架（小乗浜）
50.MS 調査　生物海洋学 平成 28 年 2 月 9 日 女川湾サンプル採集と環境データ測定
51.MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 28 年 2 月 22 日 海洋環境調査
52.MS 調査　生物海洋学 平成 28 年 3 月 3 日 女川湾サンプル採集と環境データ測定
53.MS 調査　女川フィールドセンター 平成 28 年 3 月 17 日 水中カメラによる藻場調査
54.MS 調査　女川湾 st.1 定期調査 通年週 /1 回観測（平時） 女川湾 st.1（多項目水質計）
55.MS 調査　雄勝湾定期調査 通年月 /1 回観測（平時） 雄勝湾（多項目水質計）
【そのほかの業務】














学分野として，学部 4 年生 2 名，学部研究生 1 名，博士前
期課程学生 4 名，博士後期課程学生 2 名が論文作成などの
指導をうけている。平成 26 年度より，農学研究科東北復
興農学センターの授業を担当しており，フィールドセン
ター関係では 6 月 13 日の女川フィールドセンターでの被






























科学英語購読 I，II，III，IV 大村道明 資源環境経済学系を対象とした科学英語購読を担当した。
入門演習 大村道明 学部 2 年生を対象とした演習を分担した。
農業財政金融論 盛田清秀 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
農村地域組織論 盛田清秀 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
地域社会技術論特論 盛田清秀 大学院前期学生を対象とした講義をおこなった。
複合生態フィールド制御学特論 米澤千夏 大学院前期 2 学期に，複合生態フィールド制御学特論を講義した。





















青木雄太 達成動機と ERG 理論を用いた他者との関係性欲求，自己欲求の視点より分析した















































学コースの生産フィールド実習（第 1 回目と第 2 回目）お
よび農場実習 A（第 3 回目）は，水稲の栽培管理（移植実習，
除草管理実習，収穫実習，食味調査実習）および調査（苗
調査，生育中期の生育調査、収量調査）を柱にして，5 月，









応用動物科学コースでは，平成 27 年 5 月（2 泊 3 日），








9 月と 2 月の実習では，各日の夕刻に搾乳実習を行っている。
家畜人工授精実習は，2 月の生産フィールド実習に先立












































            平成 27 年 4 月 10 日～ 11 日，17 日～ 18 日，24 日
～ 25 日，5 月 8 日～ 9 日の日程で，学部 1 年生






　    b） 複合生態フィールド科学専門実習（農学研究科大
学院生対象）




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　    c）生産フィールド実習（学部 2 年生対象）
            平成 27 年 8 月 3 日～ 8 月 7 日の 4 泊 5 日で，海洋




　    d）臨海実習（学部 1 年生対象）
           平成 27 年 8 月 9 日～ 8 月 12 日の 3 泊 4 日で，海洋




　    e）生産フィールド実習（学部 3 年生対象）
 　　　 平成 27 年 8 月 24 日～ 8 月 28 日の 4 泊 5 日で，海





















　平成 27 年度は東北大学開放講座 2015　『大きな地球の小
さな世界～ちいさな恋の物語～』（7 月 19 日 Sun 開催）と
　『21 世紀は環境の時代　いまこそ資源循環の話をしよ


















 ≪開催日時≫　平成 27 年 7 月 19 日（日）




≪参加人数≫　59 名（未就学児 6 名，小学生 16 名，
中学生 1 名，高校生 2 名，大学生・大
人・保護者 34 名）
≪参加状況≫　初参加 32 名・リピータ 27 名（内 2 回
目 12 名 , 3 回目 6 名，5 回以上 9 名）
※ 保育園等  ：大幡保育園






※中  学  校：古川学園中学校　
※高　   校：古川学園中学校

























































































































































≪開催日時≫：平 27 年 10 月 3 日（土）
午前 10 時～午後 3 時半
≪参加人数≫：１１名
≪参加状況≫：初参加 9 名・リピータ－ 2 名（復興農学


























































































































東北大学川渡 開放講座 「大きな地球の小さな世界 ～ちいさな恋の物語～」
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 2015.10.3 東北大学 PICS公開セミナー 東北大学 Kawatabi フィールドセンター開放講座 2015 『２１世紀は環境の時代 ～いまこそ資源循環の話をしよう！～』 
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4. 平成 27 年度　講演会・研修会等関係































































































農学研究科　第 1 講義室 
フィールドセンター
大会議室

















































年月日 主な対応者等 実数 延人数
１．センター主催行事


















































































石巻専修大学理工学部生物科学科 3 年 1 3
レディーメイド型実習プログラム　計 42 126
※他大学 123 名  東北大学農学部：3 名　※宿泊施設利用者：42 名のべ 126 名利用
44
ギャザリング型実習プログラム　※学生のみの人数であり，引率教員・研究員・および東北大学農学研究科は含まない
大学名 実習名・科目名 利用期間 人数 のべ人数 実習対応者
宮城大学
復興農学フィールド実習
7 月 24 日～ 26 日 2 6 中井　　裕　教授
伊藤　豊彰　准教授
陶山　佳久　准教授
多田　千佳　准教授玉川大学 7 月 24 日～ 26 日 1 3
※他大学 9 名　※宿泊施設利用者：0 名
オーダーメイド型実習プログラム　※学生のみの人数であり，引率教員・研究員・および東北大学農学研究科は含まない






































7 月 1 日 1 1 伊藤　豊彰　准教授








7 月 21 日～ 22 日 1 2 深澤　　遊　助教
秋田県立大学生物資源科学部 ササの個体識別を行うための実習 7 月 31 日～ 3 日 1 4 陶山　佳久　准教授






































尚絅学院大学環境構想学科 森林フィールド実習 8 月 24 日 25 25 陶山　佳久　准教授
45
新潟大学大学院自然科学研究科 草本植生の調査・実習 8 月 25 日～ 26 日 2 4 小倉振一郎　准教授





























首都大学東京 都市環境学部 2 6
筑波大学土壌環境化学研究室 1 3
東京農工大学農学部土壌学研究室 3 9











































※他大学 446 名  東北大学他機関：10 名 　※宿泊施設利用者：132 名のべ 210 名利用
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信州大学農学部　 4 月 13 日～ 4 月 15 日 陶山　佳久准教授 1 3 名
日本大学工学部 4 月 17 日～ 4 月 18 日 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 2 名
石川県立大学 4 月 21 日～ 小倉振一郎准教授 1 1 名
信州大学農学部 4 月 21 日～ 4 月 22 日 深澤　　遊　助教 1 2 名
日本大学工学部 4 月 28 日～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 1 名
東北大学農学研究科　フィールド社会技術学 4 月 29 日～　 施設のみ利用 7 7 名
大崎市立鳴子小学校 5 月 13 日～　 佐々木友紀・千葉　純子 1 1 名
東北大学　生命科学系　 5 月 19 日～　 齋藤　雅典　教授・伊藤　豊彰准教授
田島　亮介　助教
16 16 名
日本大学工学部 5 月 19 日～　 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 1 名
千葉大学大学院理学研究科　 5 月 20 日～ 6 月 17 日 陶山　佳久准教授 1 29 名
Dt　FM　「forever ｇ reen project」 5 月 24 日～　 陶山　佳久准教授 20 20 名
山形大学理学部　 5 月 28 日～ 5 月 29 日 深澤　　遊　助教 1 2 名
山形大学理学部　 5 月 28 日～ 5 月 29 日 深澤　　遊　助教 1 2 名
花山荘　自然農園 5 月 28 日～　 高橋　佳代 1 1 名
宮城県古川工業高等学校化学技術科 5 月 29 日～　 福田　康弘　助教 6 6 名
大崎市立鳴子小学校 4 年（継続的総合学習 1 回目） 6 月 3 日～　 佐々木友紀・千葉　純子・八嶋　康広 13 13 名
宮城県仙台向山高等学校　理数科 1 学年 6 月 9 日～　 伊藤　豊彰准教授 1 1 名
東北大学理学研究科　地球物理学専攻 6 月 9 日～　 伊藤　豊彰准教授 3 3 名
大崎市立鬼首小学校 6 月 9 日～　 佐々木友紀・千葉　純子 2 2 名
岐阜大学応用生物科学部 6 月 15 日～ 6 月 19 日 小倉　振一郎准教授 1 5 名
広島大学大学院国際協力研究科 6 月 15 日～ 6 月 19 日 小倉　振一郎准教授 1 5 名
仙台市八木山動物公園 6 月 24 日～　 中井　　裕　教授・千葉　　孝
千葉　純子
3 3 名
日本大学工学部 6 月 24 日～　 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
2 2 名
森林総合研究所 6 月 25 日～ 6 月 26 日 陶山　佳久准教授 1 2 名
大崎市立鬼首小学校 1 － 4 学年（校外学習） 6 月 26 日～　 佐々木友紀・千葉　純子 13 13 名
山形大学理学部 6 月 26 日～ 6 月 28 日 生物共生科学分野 20 60 名
宮城県仙台向山高等学校　理数科 1 学年 6 月 29 日～ 6 月 30 日 伊藤　豊彰准教授 43 43 名
東京大学大学院 6 月 29 日～　 福田　康弘　助教 1 2 名
日本大学工学部 6 月 30 日～　 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 1 名
京都大学 6 月 30 日～ 11 月 30 日 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 1 名
東北大学大学院　情報科学研究科応用情報科学専攻 7 月 1 日～　 施設のみ利用 10 30 名
東北大学理学研究科　地球物理学専攻 7 月 1 日～　 伊藤　豊彰准教授 1 1 名
玉造地名の会 7 月 2 日～　 センター教職員 1 1 名
大崎市立鳴子小学校 7 月 2 日～　 佐々木友紀・千葉　純子・佐々木貴子 1 1 名
公益財団法人 みやぎ林業活性化基金 7 月 7 日～　 清和　研二　教授 1 1 名
大崎市立鳴子小学校 4 年（継続的総合学習２回目） 7 月 8 日～　 佐々木友紀・千葉　純子・千葉　　孝
高橋　佳代・佐々木貴子・八嶋　康広
13 13 名
日本大学工学部 7 月 14 日～　 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 1 名
東北大学理学研究科　地球物理学専攻 7 月 19 日～　 齋藤　雅典　教授 1 1 名
東北大学理学研究科　地球物理学専攻 7 月 19 日～　 伊藤　豊彰准教授 1 1 名
横浜国立大学大学院　環境情報学府　 7 月 21 日～ 7 月 22 日 深澤　　遊　助教 1 2 名
復興農学フィールド実習（他大学・東北大学・社会人） 7 月 24 日～ 7 月 26 日 中井　　裕　教授・伊藤　豊彰准教授
陶山　佳久准教授・多田　千佳准教授
33 99 名
JST 7 月 24 日～　 齋藤　雅典　教授 2 2 名
ディグラ（株） 7 月 24 日～　 齋藤　雅典　教授 7 7 名
山形大学理学部　 7 月 31 日～ 8 月 3 日 生物共生科学分野 1 3 名
秋田県立大学生物資源科学部　生物環境科学科 8 月 1 日～ 8 月 3 日 生物共生科学分野 2 8 名




日本大学工学部 8 月 6 ～ 8 月 7 日 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
4 8 名
農研機構 8 月 5 日～　 小倉振一郎准教授 9 18 名
大崎市環境保全課　「エコキッズ」2 回目 8 月 7 日～　 多田　千佳准教授・千葉　純子
千葉　　孝
30 30 名
東北大学理学研究科　地球物理学専攻 8 月 7 日～　 伊藤　豊彰准教授 2 2 名
宮城教育大学
宮城教育大学環境教育実践研究センター
8 月 10 日～　 齋藤　雅典　教授・小倉振一郎准教授
千葉　　孝・千葉　純子
14 28 名
東京都立立川高等学校 8 月 18 日～ 8 月 19 日 中井　　裕　教授 18 36 名
関東学院大学 8 月 19 日～　 伊藤　豊彰准教授 1 1 名
東北大学農学研究科  機能形態学分野　




東北大学農学研究科  動物生理学分野　 4 8 名
東北大学農学研究科  動物微生物学分野　 1 2 名
酪農学園大学  獣医学群獣医学類獣医衛生学 3 6 名
酪農学園大学  獣医学群獣医学類獣医生化学 11 22 名
酪農学園大学  農食環境学群循環農学類畜産衛生学 8 16 名
麻布大学獣医学部獣医学科衛生学第一研究室 19 38 名
酪農学園大学　農食環境学群循環農学類畜産衛生学 1 2 名
福島県酪農共同組合 1 2 名
十勝 NOSAI 1 2 名
農研機構　動物衛生研究所北海道支所 3 6 名
日本 IT Ｉ研究所　 1 2 名
尚絅学院大学　環境構想学科 8 月 24 日～ 8 月 24 日 陶山　佳久准教授 27 27 名
新潟大学大学院　自然科学研究科 1 年 8 月 25 日～ 8 月 26 日 小倉振一郎准教授 4 8 名
日本大学工学部 9 月 2 日～　 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 1 名
中野テクノス（株）　関東環境技術センター 9 月 7 日～ 8 月 7 日 清和　研二教授 2 5 名
大崎市川渡地区公民館 9 月 9 日～　 施設のみ利用 8 8 名












仙台白百合女子大学　人間学部健康栄養学科 2 6 名
山形大学農学部　食料生命環境学科 1 3 名
関東学院大学　理工学部　生命科学 7 21 名
静岡大学　農学部共生バイオサイエンス学科 1 3 名
十文字学園女子大学　人間生活学部　幼児教育学科 1 3 名
石巻専修大学　理工学部　生物科学科 1 3 名
仙台青葉学院短期大学　栄養学科 9 月 24 日～ 齋藤　雅典　教授・千葉　　孝
千葉　純子・高橋　佳代・原　新太郎
91 91 名
植物生命科学・資源環境経済学コース　土壌立地 9 月 30 日～ 10 月 1 日 齋藤　雅典　教授・伊藤　豊彰准教授 8 16 名
東北大学理学研究科・地球物理学専攻 9 月 29 日～ 伊藤　豊彰准教授 2 2 名
東北大学農学研究科　生物生産科学科 10 月 2 日～ 10 月 3 日 中井　　裕　教授 2 4 名
揚州大学動物科学技術学院 10 月 5 日～ 10 月 7 日 吉原　　佑　助教・福田　康弘　助教 5 15 名
大崎市立鳴子小学校 4 年（継続的総合学習３回目） 10 月 7 日～ 佐々木友紀・千葉　純子・千葉　　孝
梅津　智行　　　　　　　　　　　　
12 12 名




日本大学工学部 10 月 9 日～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 1 名
大山裕貴氏 10 月 13 日～ 10 月 30 日 清和　研二　教授・佐々木友紀 1 18 名
日本大学工学部 10 月 16 日～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
9 18 名
林業技術センター 10 月 19 日～ 齋藤　雅典　教授・宍戸　哲郎 1 1 名
京都大学大学院　地球環境学舎 10 月 21 日～ 10 月 24 日 伊藤　豊彰准教授
※千葉　純子
3 9 名
京都大学　農学部 2 6 名
京都府立大学大学院・生命環境科学研究科 2 6 名
首都大学東京大学院・都市環境科学研究科 5 15 名
筑波大学　土壌環境化学研究室 1 3 名
東京農工大学農学部・土壌学研究室 3 9 名
長崎県農林技術開発センター　土壌肥料研究室 1 3 名
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三重県農業研究所 1 3 名
農研機構・中央農業総合研究センター 1 3 名
東北大学大学院農学研究科 3 9 名
国立研究開発法人　農業環境技術研究所 3 9 名
大崎市川渡地区公民館 10 月 24 日～ 施設のみ利用 30 30 名
森林総合研究所　東北支部 10 月 23 日～ 10 月 24 日 陶山　佳久准教授 1 2 名
秋田県立大学生物資源科学部　生物環境科学科 10 月 23 日～ 10 月 24 日 陶山　佳久准教授 1 2 名
東北大学留学生 10 月 24 日～ 尾定　　誠　教授・齋藤　雅典　教授
多田　千佳准教授
21 21 名
森林総合研究所林木育種センター 10 月 26 日～ 10 月 30 日 陶山　佳久准教授 1 5 名
日本大学工学部 10 月 30 日～ 10 月 31 日 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
12 24 名
東北大学農学研究科　草地研究室 OB 会 10 月 31 日～ 11 月 1 日 小倉振一郎准教授 39 78 名
大山裕貴氏 11 月 5 日～ 11 月 30 日 清和　研二　教授・佐々木友紀 1 26 名
日本大学工学部 11 月 7 日～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
3 3 名
秋田県立大学 11 月 7 日～ 11 月 8 日 齋藤　雅典　教授・伊藤　豊彰准教授 26 52 名
花山荘　自然農園 11 月 13 日～ 高橋　佳代 1 1 名
大崎市鳴子公民館 11 月 14 日～ 施設のみ利用 30 30 名
宮城県古川工業高等学校化学技術科 11 月 20 日～ 福田　康弘　助教 6 6 名
宮城大学 11 月 20 日～ 環境福祉畜産科 1 1 名
大崎市民 11 月 20 日～ 高橋　佳代 1 1 名
植物防疫所 11 月 26 日～ センター教職員 1 1 名
一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 11 月 30 日～ 12 月 2 日 齋藤　雅典　教授 3 15 名
大崎市立鳴子小学校 4 年（継続的総合学習 4 回目） 12 月 2 日～ 千葉　純子・高橋　佳代・佐々木友紀
佐々木貴子
13 13 名
日本大学工学部 12 月 11 日～ 12 月 12 日 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
3 6 名
宮城県古川工業高等学校化学技術科 1 月 7 日～　 福田　康弘　助教 1 1 名
日本大学工学部 1 月 16 日～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
1 2 名
山形大学 1 月 18 日～ 生物共生科学分野 1 1 名
千葉大学大学院理学研究科　 1 月 25 日～ 1 月 29 日 陶山　佳久准教授 2 10 名




日本大学工学部 2 月 17 日～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
5 5 名
大山裕貴氏 2 月 21 日～ 2 月 26 日 清和　研二　教授・佐々木友紀 1 6 名
大崎市川渡地区公民館 2 月 24 日～ 施設のみ提供 10 10 名
東北大学テクニカルサポートセンター 2 月 26 日～ 宇野　　享 1 1 名
クリーンエネルギーネットワーク　LLP 3 月 8 日～　 多田　千佳准教授 2 2 名
大崎市立鳴子小学校 4 年（継続的総合学習 6 回目） 3 月 9 日～　 千葉　純子 30 30 名
海外研究員 3 月 11 日～　 陶山　佳久准教授 4 4 名
国立環境研究所 陶山　佳久准教授 1 1 名
日本大学工学部 3 月 23 日～　 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授
多田　千佳准教授
3 3 名
宮城県古川工業高等学校化学技術科 中井　　裕　教授 1 1 名
合計 926 1,533 名
　2）複合陸域生産システム部（打合せ・商用・その他）
実数 延人数
東北大学 38 108 名
その他（企業・試験研究機関・一般市民等） 　 　 229 233 名
　3）複合陸域生産システム部（宿泊施設利用者）
実数 延人数
東北大学 　 　 394 1,510 名












有機栽培 0.604ha，慣行栽培 0.376ha であった。
播種は「ひとめぼれ」（減々栽培（ポット苗））を 3 月 31
日に，「ひとめぼれ」（減々栽培（マット苗））を 4 月 6 日，
4 月 10 日，4 月 17 日，「ひとめぼれ」（有機栽培，慣行栽
培（マット苗））を 4 月 17 日，「ゆきむすび」，「蔵の華」（マッ
ト苗）を 4 月 10 日にそれぞれ行い，加温出芽させた後に
育苗ハウス内にて，プール育苗方式を用いて育苗を行った。
田植えは 5 月 11 日から開始して 5 月 22 日に終了した。出
穂期は「ひとめぼれ」（減々栽培）が 7 月 29 日～ 8 月 1 日，「ひ
とめぼれ」（慣行栽培）が 8 月 3 日～ 8 月 4 日，「ひとめぼれ」













1 号 -② 23.5
ひとめぼれ
5/18 7/29 9/24 488.9 16.4
減々栽培
1 号 -③ 25.8 5/18 7/29 9/24 480.5 16.2
1 号 -④ 22.0 5/19 7/30 9/24 464.5 19.0
1 号 -⑤ 17.0 5/19 7/30 9/24 476.5 19.3
3 号 -① 41.0 5/15 7/30 9/28 577.8 28.4
3 号 -② 38.6 5/18 8/1 9/28 527.0 27.8
3 号 -③ 39.2 5/20 8/1 9/29 449.0 17.3
4 開 -② 18.6 5/12 7/28 9/16 450.5 12.6
4 開 -④ 24.3 5/12 7/30 9/17 474.1 17.3
4 号 -④ 33.9 5/14 7/29 9/30 429.8 21.8
4 号 -⑤ 31.2 5/14 7/29 9/30 394.2 13.1
4 号 -⑥ 23.0 5/14 7/29 9/17 458.8 20.6
4 号 -⑦ 22.5 5/14 7/29 9/17 402.0 17.9
4 号 -⑧ 20.2 5/12 7/30 9/29 513.3 20.0
4 号 -⑪ 9.2 5/22 8/1 10/5 492.4 21.0
小計 390.0 474.6 19.9
4 開 -① 13.5
ひとめぼれ
5/22 8/5 10/5 297.8 12.2
有機栽培
4 開 -③ 13.9 5/22 8/5 10/5 356.8 15.8
4 号 -① 10.2 5/21 8/4 10/1 352.9 16.3
4 号 -② 10.6 5/21 8/4 10/1 258.2 12.3
4 号 -③ 12.2 5/21 8/4 10/1 378.1 18.4
小計 60.4 330.0 15.0
4 開 -③ 8.3
ひとめぼれ
5/22 8/3 10/5 506.0 21.2
慣行栽培
4 号 -① 9.8 5/21 8/4 10/5 647.1 27.9
4 号 -② 10.4 5/21 8/4 10/5 525.3 22.9
4 号 -③ 9.1 5/21 8/4 10/1 600.4 14.8
小計 37.6 571.0 21.9
4 号 -⑨ 17.7
蔵の華
5/11 7/27 9/16 427.1 12.4
減々栽培，酒造米
4 号 -⑩ 16.2 5/11 7/27 9/16 467.1 13.9
小計 33.9 446.2 13.1
4 開 -⑤ 29.8
ゆきむすび
5/11 7/25 9/15 402.7 4.2 減々栽培，低アミロース
米4 開 -⑥ 25.3 5/11 7/25 9/15 413.4 5.1
小計 55.1 407.6 4.6
合計 577.0 457.7 17.6
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（有機栽培）が 8 月 4 日～ 8 月 5 日，「ゆきむすび」が 7
月 25 日，「蔵の華」が 7 月 27 日であった。収穫は 9 月 15





＊平年収量は平成 17 年から平成 26 年までの平均収量
2）畑作および果樹（表 6-2,6-3, 図 6-1）
（1） バレイショ
21-1 号圃場（38a）に鶏糞肥料のみを施肥し，化学肥料
を利用せず作付した。4 月 23 日に男爵および 4 月 24 日に
実習用として多品種を植え付けた。8 月 4 日に全体作業で




55 月 22 日に 3 号圃場にて施肥，耕起，整地，畝立てを行っ
た。面積は各 7.5a で 5 月 25 日にニンジン（真正国分鮮紅
大長）とゴボウ（滝野川）を播種した。
栽培管理として除草作業，7 月 17 日にニンジンの間引き，
追肥などの作業を行い，10 月 26 日にニンジン，11 月 4 日
にゴボウの収穫を行った。
収量はニンジンが 1,502kg で前年より 190kg 少なく，そ
のうち売払いは 1,038kg であった。ゴボウは 863kg で前年
より 298kg 多く，売払いは 740kg であった
（3）　根菜類（イモ類）
33 号圃場にて種子用ナガイモ 1.5a とナガイモ成イモ 9.0a
（品種名：トロフィー 1066・ねばり芋），姫神いも 0.825a
を 6 月 8 ～ 10 日に定植した。
11 月 19 日より収穫し，ナガイモ成イモは総収量 2,391.2kg









梅の開花は 4 月 6 日頃に咲き始め，4 月 17 日頃に満開に
なった。6 月 14 日に梅木下の除草作業を行い，6 月 22 日
に収穫作業を行った。
収穫した総量は 262kg あり，そのうち 189kg を売り払い
し，廃棄は 73kg であった。
（5）　ルバーブ
今年は雪解けが早く 3 号ルバーブ圃場にて 4 月 13 日に，
くみあいＭＭＢ燐加安 14 号を 107 ｇ（Ｎ＝ 15 ｇ）/ 株の
割合で施肥を行った。その後収穫時まで株の育成のため花
芽を随時切り取る作業を行った。
6 月 4 日に収穫，調整作業を行い，今年より生売りを開
始した。




が，今年は 9 月にも製造を行い販路の拡大に努め，818 個
を販売した。
（6）　ブルーベリー
ブルーベリーの開花初めは 4 月 27 日頃であり，昨年に
比べて 1 週間ほど早く，例年に比べて 10 日から 2 週間ほ
ど早かった。施肥は 4 月上旬に基肥を行い，6 月上旬，8
月中旬にそれぞれ追肥を行った。収穫期間は 6 月 15 日か
ら 7 月 30 日で，品種によっては 38 日間あり，例年より 1
週間ほど長かった。













表 6-2　平成 27 年度水稲及び畑作物の 10a 当たり収量
作　　　目
平成 27 年度収量 平年収量
（kg/10a） 指数（%） （kg/10a）
水 稲 457.7 95.5 479.3 
バ レ イ シ ョ 2,801 155.1 1,806 
ゴ ボ ウ 1,151 295.9 389 
ニ ン ジ ン 2,003 157.3 1,273 
ナ ガ イ モ 2,656.9 90.3 2,941.4 
姫 神 い も 1,222.7 95.8 1,276.7 
種子用ナガイモ 1,345.5 67.3 1,999.2 
ブ ル ー ベ リ ー 267.2 158.1 169 
ル バ ー ブ 165 124.1 133 
ウ メ 68 251.9 27 
＊水稲の平年収量は，過去 10 年間の平均  
＊芋類・根菜類の平年収量は，過去 5 年間の平均
＊ブルーベリー・ルバーブの平年収量は，過去 5 年間の平均










-1：2.5 ha）5 月 12 日に播種を行った。ツキノワグマによ
る食害防止のため，今年度は，高張力線を用いた電牧柵（外
側 1 段，内側 3 段張り，内外柵間は 30 cm，内作は地面か
ら 30 cm，60 cm，90 cm に設置）を外注で 6 月 1 日に設置
した。その後圃場周辺の草刈りを徹底し，見回りを強化と
した結果，全く食害はみられなかった。刈り取りおよびバ
ンカーサイロへの収納は , 9 月 15 ～ 16 日に実施した。天
候に恵まれたため，短期間で終了することができた。総収
量は 112.5t，10 a 当りの収量は 4,500 kg となった。
収穫後の電牧線の撤収は，降雪前の 11 月 10 日に行った。
（2） 牧草
平成 27 年度における，採草地・放牧地および更新地の
施肥基準を表 6-6 に，採草地施肥成分を表 6-7 に，採草地・
放牧地の年間施肥量と 10 a 当りの目標収量及び実収量を表








を実施している。平成 27 年度は，24 ～ 26 年度に除染更新
した草地（43.3 ha）から順次，採草を行った。採草地の年
間収量は，生草換算で 10 a 当たり 2.6 t，年間 1,125 t となっ
た。
平成 27 年は，刈り取り前の 4 月上旬から 5 月初旬にか
けて高温少雨の天候が続き一番草の生育が不良であった。
一番草の刈り取り収納は，5 月 25 日～ 6 月 16 日の 23 日
間で行った。採草地の合計収量は生草換算で 514.5 t となり，
平年比（震災前との比較）で 51.7 ％であった。一番草はす
べてロールサイレージ調製を行った。刈取り後の追肥は，
6 月 18 日に行った。
二番草の刈取りは，7 月 26 日～ 8 月 5 日の 11 日間で行っ




た。合計収量は生草換算で 270.9 t であり，平年比で 84.8 
％となった。
三番草刈取り後の 10 月 20 日～ 23 日には，採草地に牛
糞コンポストを散布した。またエゾノギシギシ防除として，
11 月 4 日～ 5 日にハーモニーを 3 g/10 a 散布した。
B）北山放牧地
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表 6-4　水田及び畑作における農薬使用量（平成 27 年度）
薬　　　品　　　名 容　量 分　類 前年度在庫量 購入量 使　用　量 残　　　量
水田 エコホープ DJ 500g 普通物 0 3,000g 3000g 0
テクリード C フロアブル 500ml 普通物 0 500ml 200ml 300ml
タチガレン液剤 500ml 普通物 0 1,500ml 1,400ml 100ml
ルーチンバリアード箱粒剤 1kg 普通物 0 66kg 66kg 0
嵐プリンス箱粒剤 1kg 普通物 1kg 7kg 8kg 0
メガセータ 1 キロ粒剤 1kg 普通物 12kg 12kg 23kg 1kg
ゼータワン 1 キロ粒剤 1kg 普通物 0 25kg 25kg 0
フォローアップ 1 キロ粒剤 1kg 普通物 11kg 38kg 49kg 0
ハイカット 1 キロ粒剤 1kg 普通物 0 3kg 3kg 0
月光 1 キロ粒剤 1kg 普通物 0 3kg 3kg 0
コラトップ 1 キロ粒剤 12 1kg 普通物 2kg 1kg 3kg 0
スタークル 1 キロ H 粒剤 1kg 普通物 4kg 24kg 27kg 1kg
スタークル液剤 10 500ml 普通物 2,000ml 2,000ml 2,900ml 1,100ml
キラップフロアブル 500ml 普通物 1,500ml 2,000ml 2,500ml 1,000ml
薬　　　品　　　名 容　量 分　類 前年度在庫量 購入量 使　用　量 残　　　量
畑作 アディオン乳剤 100ml 普通物 0 200ml 200ml 0
アドマイアー 1 粒剤 950g 普通物 0 950g 360g 590g
アドマイアーフロアブル 100ml 劇　物 0 100ml 3.75ml 96.25ml
ウララ DF 250g 普通物 0 250g 1g 249g
ガードベイト A 2kg 普通物 10kg 16kg 22kg 4kg
ジマンダイセン水和剤 250g 普通物 0 1,000g 500g 500g
センコル水和剤 100g 普通物 0 400g 400g 0g
ダイアジノン粒剤 3kg 普通物 3kg 9kg 6kg 6kg
ST ダコニール 1000 500ml 普通物 0 1,000ml 1,000ml 0
トップジン M 水和剤 250g 普通物 250g 500g 500g 250g
トレファノサイド乳剤 500ml 劇　物 820ml 0 560ml 260ml
トレボン乳剤 100ml 普通物 0 100ml 2ml 98ml
バイジット粒剤 3kg 劇　物 9kg 9kg 9kg 9kg
バスタ液剤 1,000ml 普通物 1,350ml 2,000ml 1,740ml 1,090ml
バスタ液剤 5,000ml 普通物 5,000ml 0 5,000ml 0
ハーモニー 75DF 水和剤 10g 普通物 10g 0 0.6g 9.4g
プリロッソ粒剤 1,000g 普通物 0 1,000g 80g 920g
ベルクートフロアブル 500ml 普通物 800ml 1,000ml 1,300ml 500ml
ベンレート T 水和剤 20 100g 普通物 700g 1,000g 1300g 400g
モスピラン水和剤 100g 劇　物 290g 0 61g 229g
レンザー水和剤 100g 普通物 0 100g 0.5g 99.5g
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表 6-6　採草地・放牧地および更新地の施肥基準
　　施 肥 量 （kg/10 a）
区　　分
草地化成 複合尿素 尿　素 重過石 熔　燐 タンカル 堆　肥 成  　　分








早 　 　 春 20 2.6 5.2 2.0 4.0 
一 番 刈 後 10 4.1 3.9 1.0 2.0 
二 番 刈 後 15 3.0 1.5 3.0 
三 番 刈 後 5 10 1.0 2.5 1.0 




早 　 　 春 20 4.0 2.0 2.0 1.0 
追 肥 2） 45 9.0 4.5 4.5 2.3 
合 　 　 計 65 13.0 6.5 6.5 3.3 
更　新　地 30 30 50 100 2,000 5.1 26.5 5.1 
北山放牧地
（内施肥面積）
40 4.7 10.2 4.0 4.0 2.0 
1）表にあげた施肥基準は生草換算収量 3 ｔとし，採草地には表 5-7
に示す通り，収量が 1 ｔ増すごとに草地化成 212 号を 25 kg 増しとす
る。また，放牧地については加里を窒素の半分とするため，草地化
成 211 号を用いる。





3.0 13.1 7.0 10.0
4.0 18.1 9.5 15.0
5.0 23.1 12.0 20.0
6.0 28.1 14.5 25.0
1）生草換算重量は乾物を生草の 20% として算出した。
表 6-5   平成 27 年　デントコーン圃場別生産量
圃場
面 積





10 号の 1 250 スノーデント 125 Ｖ 5 月 12 日 9 月 15 ～ 16 日 112,500 4,500
合計 250 112,500 4,500
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6 号 66 - 172 37 - - 66 6,600 2.5 2.6 520 
7 号の 1 115 - 299 64 - - 115 11,500 2.5 2.3 460 
7 号の 2 100 - 260 56 - - 100 10,000 2.5 2.6 520 
8 号 145 - 377 81 - - 145 14,500 2.5 3.8 760 
9 号の 1 179 - 1,418 211 - - 179 17,900 5 4.1 820 
9 号の 2 137 - - - - - - - - - -
10 号の 1 300 - - - - - - - - - -
10 号の 2 300 1,080 240 - - 300 30,000 3.5 3.8 760 
11 号 200 - 720 160 - - 200 20,000 2.5 4.0 800 
12 号の 1 103 - 464 69 - - 103 10,300 3.5 2.2 440 
13 号の 1 320 - - - - - - - - - -
13 号の 2 216 - - - - - - - - - -
13 号の 3 200 - 520 112 - - 200 20,000 4 3.1 620 
15 号 200 - 520 112 - - 200 20,000 2.5 3.5 700 
16 号 87 - 226 49 - - 87 8,700 2.5 3.0 600 
18 号の 1 328 - 1,476 220 - - 328 32,800 3 2.9 580 
18 号の 2 434 - 1,302 291 - - 434 43,400 3 3.7 740 
19 号 93 - 419 62 - - 93 9,300 3 3.5 700 
20 号の 1・2・造 435 - 1,924 296 - - 435 43,500 - - -
20 号の 3 200 - 520 112 - - 200 20,000 2.5 3.5 700 
21 号の１ 160 1,210 200 - - 160 16,000 2.5 3.3 660 
22 号 65 - 169 36 - - 65 6,500 2.5 2.3 460 













2 号の 1 190 - - - - - - - - - -
3 号 52 - 291 65 - - 52 5,200 2.5 2.3 460
5 号の 2 300 - - - - - - - - -
14 号の 1 150 - 795 190 - - 150 - 3.5 1.4 280
14 号の 2 340 - 1,802 220 - - 340 - 3.5 1.2 240
17 号 101 - - - - - - - 0.0 -
21 号の 2 300 - 1,590 380 - - 300 30,000 2.5 2.5 500
24 号 90 - - - - - - - -
A 棟前 70 - - - - - - - -
小　　　計 1,593 0 4,478 855 842 35,200 2.4 2.1 1,480.0
耕地内草地　合計 5,976 0 17,554 3,263 0 0 4,252 376,200 2.7 - 12,320
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表 6-9　採草地・放牧地の 10a 当たりの施肥成分量
圃　　　場 面積 施肥成分量 (kg/10a)




6 号 66 7.8 2.6 2.6 
7 号の 1 115 7.8 2.6 2.6 
7 号の 2 100 7.8 2.6 2.6 
8 号 145 7.8 2.6 2.6 
9 号の 1 179 21.3 7.9 7.9 
9 号の２ 137 - - -
10 号の 1 300 - - -
10 号の 2 300 10.9 3.6 3.6 
11 号 150 14.5 4.8 4.8 
12 号の 1 103 12.1 4.5 4.5 
13 号の 1 320 12.1 4.5 4.5 
13 号の 2 216 12.1 4.5 4.5 
13 号の 3 200 16.7 6.2 6.2 
15 号 200 7.8 2.6 2.6 
16 号 87 7.8 2.6 2.6 
18 号の 1 328 12.1 4.5 4.5 
18 号の 2 434 9.1 3.0 3.0 
19 号 93 12.1 4.5 4.5 
20 号の 1・2・造 390 13.4 4.9 4.9 
20 号の 3 200 7.8 2.6 2.6 
21 号の 1 160
22 号 65 7.7 2.6 2.6 













2 号の 1 190 - - -
3 号 52 10.6 5.3 5.3 
5 号の 2 300 - - -
14 号の 1 150 10.6 5.3 5.3 
14 号の 2 340 10.6 5.3 5.3 
17 号 101 - - -
21 号の 2 300 10.6 5.3 5.3 
24 号 90 - - -
A 棟前 70 - - -















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 6-1　作物の圃場別作付状況（平成 27 年度）
（注）採 : 採草地　放 : 放牧地
S: 昭和　　H: 平成
圃番号 面　積 圃番号 面　積
1 1.30 13 ノ 2 2.16
2 ノ 1 1.90 13 ノ 3 2.00
2 ノ 2 1.00 14 ノ 1 1.50
3 6.24 14 ノ 2 3.40
4 6.24 15 2.00
5 ノ 1 0.48 16 0.87
5 ノ 2 3.00 17 1.01
6 ノ 1 0.66 18 ノ 1 3.28
6 ノ 2 1.53 18 ノ 2 4.34
6 ノ 3 1.32 19 0.93
7 ノ 1 1.15 20 ノ 1 2.15
7 ノ 2 1.00 20 ノ 2 1.60
8 1.45 20 ノ 3 2.00
9 ノ 1 1.79 21 ノ 1 4.51
9 ノ 2 1.37 21 ノ 2 3.00
10 ノ 1 3.00 22 0.65
10 ノ 2 3.00 23 0.68
11 1.50 24 0.90
12 ノ 1 1.03
12 ノ 2 1.31
12 ノ 3 0.98









牛 1 頭を 5 月 19 日から 10 月 19 日の 153 日間放牧した。
また，13 号の 1 と 13 号の 2 に 4 月 21 日から 11 月 16 日ま
で肉用牛成雌牛（7-20 頭）を放牧，14 号の 1 と 14 号の 2













与した。毛刈りは 4 月 9 日と 4 月 28 日に 10 頭行った。
コンポストに関しては，ほとんどの家畜が通年舎飼と
なったことで生産量が増加し，処理量は 560 t であった。
2）家畜頭数の異動（表 7-1-1，7-1-2）
黒毛和種は，平成 27 年度当初は 86 頭であり，前年度よ
り 4 頭多いスタートとなった。
生産は前年度より 7 頭増の 43 頭の子牛生産となった。
売払いについては，雌牛では経産牛 7 頭，雌子牛 9 頭の計
16 頭，雄牛では成雄牛（肥育去勢牛）12 頭，育成牛 1 頭，
子牛 9 頭の計 22 頭，合計 38 頭を売却した。管理換えにつ




日本短角種は，平成 27 年度当初は 26 頭であり，前年度
より 1 頭少ないスタートとなった。生産は前年度より 2 頭
減の 13 頭の子牛生産となった。売払いについては，経産
牛 4 頭と雄子牛 9 頭の計 13 頭を売却した。管理換えにつ
いては，育成雌牛 1 頭を解剖実習供用のため農学部へ管理
換えした。これらの変動により，年度末には，年度当初よ
り 1 頭減の 25 頭となった。
ホルスタイン種は，平成 27 年度当初は 32 頭であり，前
年度と同じであった。生産は前年度より 1 頭増の 19 頭の
子牛生産となった。売払いについては，経産牛 6 頭と F1
雌子牛 3 頭，雄子牛 10 頭，F1 雄子牛 5 頭の計 24 頭を売却
した。また，経産牛 2 頭が甚急性乳房炎と転倒による大腿
骨骨折によりともに死亡した。これらの変動により，年度
末には年度当初より 7 頭減の 25 頭となった。
緬羊は，平成 27 年度当初は 18 頭であり，前年度より 4
頭少ないスタートとなった。生産は前年度より 4 頭減の 4
頭の子羊生産となった。売払いについては，種雄羊 1 頭，





搾乳牛の平均産次数は 2.38 産で過去 5 年の平均 2.56 産
より低下した。平均搾乳頭数は 14.0 頭で過去 5 年の平均
14.32 頭より下回った。総産乳量は 110,195kg と過去 4 年平
均（震災時は除いた）の 83,315kg にくらべ 26,880kg 増加
した。
　B. 繁殖成績（表 7-3-1，表 7-3-2）
表 7-3-1 は平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月までの間に
繁殖に供用した牛の現繁殖状況と前回繁殖状況をまとめた
成績である。現繁殖状況の分娩頭数はのべ 19 頭である。授
精を行った 13 頭の初回授精日数は 88 ± 52（平均値±標準
偏差）で，その内，受胎した 10 頭の受胎日数は 116 ± 62
日で授精回数は 1.7 ± 1.1 であった。前回繁殖状況は経産牛
で空胎日数 115 ± 109 で授精回数 1.9 ± 1.8 であった。未経
産牛は受胎月齢 15.5 ± 2.3 で授精回数 2.1 ± 1.6 であった。
表 7-3-2 は平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月までの間に
繁殖に供用した未経産牛の成績である。未経産牛 3 頭中 2
頭が受胎した。平均受胎月齢は 16.8 ヵ月齢であった。
4）肉用種
　A. 繁殖成績（表 7-4-1，表 7-4-2，表 7-4-3）
表 7-4-1 は平成 26 年 1 月から 12 月までの間に繁殖に供
用した牛の成績である。繁殖方法として，人工授精とまき
牛による授精を行った。その結果，受胎率（受胎頭数÷繁
殖供用頭数× 100）は黒毛和種で 86.7 ％，日本短角種で
87.5 ％であった。両品種ともに技術目標（受胎率 85 ％）
を上回った。また，子牛育成率（子牛育成頭数÷分娩頭数
× 100）は，黒毛和種で 97.3 ％，日本短角種で 100 ％であっ
た。子牛生産率（子牛育成頭数÷繁殖供用頭数× 100）は，
黒毛和種で 80 ％，日本短角種で 87.5 ％であった。







和種で 41 頭が受胎して日本短角種で 16 頭が受胎した。受




表 7-5 に平成 27 年度に出荷した黒毛和種去勢牛 12 頭に
ついての成績を示した。平均肥育期間は 20.8 カ月，平均出
荷月齢は 30.8 か月齢，平均出荷体重は 770.1 kg であった。
枝肉格付けは A-5 が 3 頭，A-4 が 4 頭，A-3 が 5 頭であっ
た。瑕疵は 12 頭中 1 頭（8%）と前年度（16.6%）より減
少した。
5）緬羊
緬羊の繁殖は平成 27 年 10 月 8 日から 11 月 12 日まで繁
殖雌羊 2 頭に当センター種雄羊 1 頭を入牧し，平成 27 年





















のコンポスト処理量は，平成 27 年 4 月 30 日から平成 28





若　羊・成　羊 … 雌は 8 ヵ月以上分娩まで。雄は 8 ヵ月以上。
育　　成　　羊 … 4 ヵ月以上 8 ヵ月未満。
子　　　　　羊 … 出生より 4 ヵ月未満。
黒毛和種





経 産 牛 36 7 8 37
若　 牛 8 8 7 7
育 成 牛 8 1 7 7 7
子　 牛 2 22 9 1 7 8
小  計 54 22 0 16 2 59
雄
種 雄 牛 1 1
成  牛 15（12） 12（12） 9 12（12）
育 成 牛 11 1 1 9 13 13
子  牛 5 21 1 9 13 3
小  計 32 21 1 22 1 17
合  計 86 43 1 38 3 88
ホルスタイン種





経 産 牛 16 2 6 8 16
若　 牛 4 4 3 3
育 成 牛 6 6 2 2
子牛（H) 2 2 2 1
子牛（F1) 4 3 1
小  計 28 6 2 9 0 23
雄
種 雄 牛 0
成  牛 0
育 成 牛 0
子牛（H) 4 8 10 2
子牛（F1) 5 5 0
小  計 4 13 0 15 0 2
合  計 32 19 2 24 0 25
緬羊





経 産 羊 2 2
若　 羊 5 2 7
育 成 羊 0 2 2 0
子  羊 2 2 2 2
小  計 9 2 0 0 0 11
雄
種 雄 羊 2 1 1
成  羊 5 5 0
育 成 羊 0 2 2 0
子  羊 2 2 2 2
小  計 9 2 0 8 0 3
合  計 18 4 0 8 0  14
日本短角種





経 産 牛 16 4 1 13
若　 牛 1 1 2 2
育 成 牛 3 1 2 6 6
子　 牛 3 6 6 3
小  計 23 6 0 4 1 24
雄
種 雄 牛 0 0
成  牛 0 0
育 成 牛 0 0
子  牛 3 7 0 9 1
小  計 3 7 0 9 0 1
合  計 26 13 0 13 1 25
表 7-1-1　平成 27 年度　飼養区分頭数の異動
※（    ）内は内肥育頭数
家畜飼養区分の定義（牛）
経　　産　　牛 … 分娩した牛。
若　牛・成　牛 … 雌は 18 ヵ月以上分娩まで。雄は 18 ヵ月以上。
育　　成　　牛 … 6 ヵ月以上 18 ヵ月未満。































生　産 4 4 7 2 4 1 5 3 1 2 3 7 43
売　払 4 1 5 2 1 2 8 1 5 5 4 38
管理換 1 1 2
死　亡 1 1































生　産 1 3 2 1 1 1 1 3 13
売　払 3 2 2 5 1 13
管理換 1 1
死　亡 0































生　産 3 2 1 2 2 1 1 1 1 4 1 19
売　払 5 3 2 1 1 1 3 1 2 1 4 24
管理換 0
死　亡 1 1 2



































合計頭数 18 18 18 18 18 18 18 18 10 10 10 14 14 14


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 7-3-2　平成 27 年度　乳牛繁殖成績（未経産牛）








1 H293 H26. 5. 4 未経産 17.3 17.3 1 受胎
2 H295 H26. 7.19 未経産 16.2 16.2 1 受胎
3 H303 H26.12.10 未経産 15.2 1 授精中
平均値 16.8
＊平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月 31 日までの乳牛未経産牛の繁殖まとめたものである
表 7-4-1　肉牛繁殖成績の概要
（H26 繁殖と H27 生まれの子牛の成績）
区　分
繁殖供用






頭数 ( のべ頭数） 率（%） 頭　数 率（%） 率（%）
黒 毛 和 種
経 産 35 31 88.6 30 29 96.7 82.9
未 経 産 10 8 80.0 7 7 100.0 70.0
計 45 39 86.7 37 36 97.3 80.0
日本短角種
経 産 14 12 85.7 12 12 100.0 85.7
未 経 産 2 2 100.0 2 2 100.0 100.0
計 16 14 87.5 14 14 100.0 87.5
＊繁殖供用頭数は当初淘汰予定牛を除いた頭数   
＊受胎率＝（受胎頭数 / 繁殖供用頭数）*100   
＊死亡及び淘汰は繁殖供用牛の死亡及び淘汰を表す   
＊子牛育成率＝（子牛育成頭数 / 分娩頭数）*100   
＊子牛生産率＝（子牛育成頭数 / 繁殖供用頭数）*100   
＊子牛育成頭数は 6 ヵ月未満の牛で売却された牛も含む   
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表 7-4-2　黒毛和種繁殖成績
番号 個体番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
1 B1260 ♀ H12. 6.13 9 H24. 8.24 H25.11.20 453 受精対象外
2 B1407 ♀ H15 6. 2 11 H26. 5.19 H27. 4.25 341 受精対象外
3 B1413 ♀ H15. 6. 9 10 H26. 3.18 H27. 5.10 418 受精対象外
4 B1500 ♀ H17. 1.17 9 H26. 7.15 H27.10.26 468 AI ○
5 B1512 ♀ H17. 6.28 7 H26. 5. 7 H27. 6.11 400 受精対象外
6 B1531 ♀ H17. 7.19 8 H26. 7.25 H27.10. 7 439 AI ○
7 B1532 ♀ H17. 7.19 6 H25. 7.31 H26. 8. 1 366 AI ○
8 B1540 ♀ H17. 8.12 7 H26. 4.28 H27. 4.18 355 AI ○
9 B1566 ♀ H18. 7. 7 8 H26. 5. 4 H27. 4. 8 339 AI ○
10 B1567 ♀ H18. 7. 7 6 H25. 9.24 H27. 1.21 484 AI ○
11 B1591 ♀ H18.11.12 5 H25. 8.26 H26.11.10 441 AI ○
12 B1592 ♀ H18.11.16 7 H26. 6. 8 H27. 8.25 443 AI ○
13 B1625 ♀ H19. 7.18 5 H25. 6. 6 H27. 3. 4 636 AI ×
14 B1631 ♀ H19. 8.30 6 H26. 6. 2 H27. 6.13 376 AI ○
15 B1639 ♀ H20. 1.29 5 H26. 1.26 H27. 3. 6 404 AI ○
16 B1641 ♀ H20. 5.15 5 H26. 6.11 H27. 8.25 440
17 B1645 ♀ H20. 5.30 4 H25. 6.22 H26.12.12 538 AI ○
18 B1678 ♀ H21. 5.20 5 H26. 7. 1 H27. 6.22 356 AI ○
19 B1679 ♀ H21. 5.20 5 H26.10.24 H27.10.12 353 AI ×
20 B1705 ♀ H22. 1.18 4 H26.11. 1 H27.11.20 384 AI ○
21 B1712 ♀ H22. 5.17 4 H26. 7.24 H27.10. 2 435 AI ○
22 B1713 ♀ H22. 5.18 4 H26. 5.20 H27. 5.23 368 AI ○
23 B1718 ♀ H22. 6.10 4 H26. 5. 8 H27. 5.22 379 AI ○
24 B1722 ♀ H22. 6.21 5 H26. 5.13 H27. 4.21 343 AI ○
25 B1738 ♀ H22. 8.21 4 H26. 9. 6 H27. 8.10 338 AI ×
26 B1740 ♀ H23. 1.18 3 H26. 6. 8 H27. 6.27 384 AI ○
27 B1741 ♀ H23. 3.14 3 H26.12. 5 H27.11.14 344 AI ○
28 B1744 ♀ H23. 5.17 2 H26. 5. 4 H27. 6. 1 393
29 B1745 ♀ H23. 5.20 2 H25.10.20 H27. 1.16 453 AI ○
30 B1751 ♀ H23. 6. 1 2 H25. 5.20 H26. 6.20 396 AI ○
31 B1759 ♀ H23. 6.23 2 H25.12. 9 H27. 1.20 407 AI ○
32 B1791 ♀ H24. 6.28 2 H26. 7.19 H27. 6.25 341 AI ○
33 B1797 ♀ H24. 7.26 1 H27. 3. 9 AI ○
34 B1798 ♀ H24. 7.28 2 H26. 7. 2 H27. 8.13 407 AI ○
35 B1799 ♀ H24. 7.29 1 H26. 8.22 AI・まき牛 ○
36 〃 〃 2 H26. 8.22 H27.10.30 434 AI ○
37 B1808 ♀ H24.10. 1 1 H26.11.29 AI ○
38 B1813 ♀ H24.12. 8 1 H27. 5. 6 AI ○
39 B1822 ♀ H25. 5.25 1 H27. 9.12 AI ○
40 B1824 ♀ H25. 5.28 1 H27. 6. 5 AI ○
41 B1826 ♀ H25. 6. 6 1 H27. 7.10 AI ○
42 B1829 ♀ H25. 6.25 1 H27. 7.19 AI ○
43 B1830 ♀ H25. 6.30 1 H27. 9. 8 AI ○
44 B1839 ♀ H25. 8.26 1 H27.12.13 AI ○
45 B1844 ♀ H25. 9.25 0 AI ○
46 B1851 ♀ H26. 3.18 0 AI ×
47 B1852 ♀ H26. 4.28 0 AI ○
48 B1855 ♀ H26. 5. 7 0 AI ○
49 B1859 ♀ H26. 5.20 0 AI ○
50 B1864 ♀ H26. 6.11 0 AI ○
51 B1866 ♀ H26. 6.20 0 AI ○




番号 個体番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
1 N0416 ♀ H14. 3.26 10 H25. 8. 4 H27. 2.26 571 AI ○
2 N0421 ♀ H15. 7. 2 7 H26. 5.22 H27. 9.28 494 受精対象外
3 N0447 ♀ H17. 6.27 7 H26. 3.22 H27. 2.19 334 AI ○
4 N0501 ♀ H20. 6. 9 4 H26. 7. 3 H27. 6.26 358 AI ○
5 N0507 ♀ H21. 5.20 3 H26.11. 3 H27.12. 9 401 AI ○
6 N0510 ♀ H21. 6.10 3 H25. 5.21 H26. 3.17 300 受精対象外
7 N0513 ♀ H21. 6.19 4 H26. 3.19 H27. 3.17 363 AI ○
8 N1026 ♀ H24. 1. 8 2 H26. 8.28 H27. 7.25 331 AI ○
9 N1027 ♀ H24. 1.26 2 H26. 7. 1 H27.11.20 507 AI ○
10 N1044 ♀ H25. 8. 4 1 H27. 6.24 AI ○
11 N1049 ♀ H26. 7. 1 0 AI ○
12 N1050 ♀ H26. 7. 3 0 AI ○
13 N1052 ♀ H26.11. 3 0
14 N0945 ♀ H19. 6. 8 5 H25. 4.12 H26. 4. 6 359 受精対象外
15 N0971 ♀ H21. 5.25 3 H26. 5.14 H27. 4.12 333 AI ○
16 N0972 ♀ H21. 6. 3 4 H26. 7. 1 H27. 6.11 345 AI ○
17 N0977 ♀ H21. 6.19 3 H26. 3. 7 H27. 3.21 379 AI ○
18 N0982 ♀ H22. 5.25 1 H26.11.24 AI ○
19 N0987 ♀ H22.11.26 2 H26. 5. 1 H27. 7.25 450 AI・まき牛 ○

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2015/10/20 ～ 2015/10/22 牧　　　　　　 草 344.3
2015/ 4/28
デ ン ト コ ー ン 2402015/10/22 ～ 2015/10/23
2015/ 3/30 ～ 2015/ 3/31 水 田 18.8
2015/ 3/16 ～ 2015/ 3/17 畑 作 3.4







た。当初，収入計画では，スギが 523m3 であったが，15 わ
2・15 り・15 るを・14 かｂ３・14 を 1・15 ぬ 1・2 で施業
表 8　平成 27 年度素材生産
場　　　所 実施面積（ha） 実績数量（m3） 売払数量（m3） 金額（万円）
針葉樹（スギ）
15 わ 2
























スノーブロワ（平成 27 年 1 月），三菱デリカ（平成 27 年 2
月），ホンダシャトル（平成 28 年 3 月），ポット田植え機（平
成 28 年 3 月），ジャイロレーキ（平成 28 年 3 月），畔塗機（平












水 稲 5.91 121.0 20.5 
小 豆 0.00 0.0 0.0 
ラ イ 麦 0.03 4.5 180.0 
バ レ イ シ ョ 0.38 13.5 35.5 
人 参・ 牛 蒡 0.20 50.5 252.5 
ナ ガ イ モ 0.10 8.5 88.5 
果 樹 2.26 25.0 11.1 
デントコーン 3.57 116.0 32.5 
牧草（採草） 38.74 599.5 15.5 
牧草（更新） 10.26 39.0 3.8 
牧草（放牧） 1.37 16.0 11.7 
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（ℓ/h）平成 27 年度 累　　計
トラクタ ヤンマー EG445 H 25.01 8 4 5,040 193.1 751.1 682 3.5 
ヰセキ T7000 S 58.03 8 32 3,480 100.7 7,656.5 341 3.4 
MF165-3 S 51.03 8 39 3,231 58.4 8,212.6 64 1.1 
MF194-4 S 56.03 8 34 5,264 59.0 695.4 169 2.9 
MF265 S 59.03 8 31 4,590 38.7 5,202.9 125 3.2 
MF290 S 57.03 8 33 5,070 134.5 7,450.7 354 2.6 
MF3095 H 03.03 8 24 7,766 66.3 5,079.0 354 5.3 
　 JD6100 H 07.03 8 20 5,735 208.4 6,404.3 1,237 5.9 
JD6400 H 09.03 8 18 6,973 159.2 4,770.0 1,267 8.0 
ブルドーザ CAT-D4H S 61.03 5 29 11,300 18.4 3,044.7 161 8.8 
油圧ショベル CAT-E70B　　 H 03.03 5 24 4,893 138.4 1,708.0 643 4.6 
ホイルローダ CAT-WS210II H 09.03 5 18 3,605 318.1 7,493.7 373 1.2 
　 TCM-LL4-2 H 18.03 5 10 3,299 499.3 4,786.6 984 2.0 
TCM-L13-2（ロールグラブ付） H 16.03 5 12 7,770 588.8 7,528.9 3,475 5.9 
フォークリフト TCM FD35T2 H 24.06 5 4 3,906 85.8 312.1 317 3.7 
スキットステアローダ トヨタ 3SDK4 H 06.03 5 21 1,483 14.9 509.3 27 1.8 
潅木刈払い機 RB-1500 H 12.12 8 15 10,815 9.2 493.8 166 18.0 
自脱コンバイン SR40GSSDRMW-S50C H 08.09 5 19 5,462 - - - -
乗用田植機 ポット苗，側条 LPR-6 S 63.03 5 27 1,470 -
三菱 MFP605VG H 08.03 5 19 1,457 - - - -
クボタ NSU67-IT5FR H 22.03 5 6 2,415 - - - -
ポット苗，RS-04 H 28.03 5 1 918 - - - -
乗用ロータリーモア カール II NRMI3JH H 11.05 8 16 560 - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD-EW H 14.03 4 14 720 - - - -
自走式豆脱粒機 MTB-640，コンマ H 07.03 8 20 659 - - - -
注．農機具の耐用年数は，農林水産省の ｢平成 10 年度農畜産業用固定資産評価基準 ｣による。










（km/ℓ）平成 27 年度 累　　計
乗用車 日産セレナ・VUA-TNC24 型 H 15.03 1,905 2,285 81,002 308 7.4 
日産エクストレイル・UA-NT30 H 16.09 1,725 11,247 110,823 809 13.9 
トヨタクレスタ・GF-GX H 13.03 1,725 7,662 183,077 674 11.4 
ホンダシャトル・DAA-GP8 H 28.03 2,817 231 241 31 
三菱デリカ D：５　4WD H 27.02 2,529 8,763 9,132 981 8.9 
日産エクストレイル・DBA-NT31 H 2403 2,095 3,395 17,430 576 5.9 
トラック（畜産）日産アトラス・KR-SR8F23 H 16.09 1,947 731 61,955 92 7.9 
　　　 　（作物）日産アトラス・KR-SR8F23 H 17.09 1,920 3,373 44,050 447 7.5 
日産コンドル・U-MK210FN H 05.11 6,199 2,390 99,723 537 4.5 
日産コンドルダンプ・KK-MK26A（改） H 15.03 5,670 442 24,812 66 6.7 
日野レンジャーダンプ・P-173BD4WD（スノープラウ付） S 60.12 6,910 204 52,989 126 1.6 
いすゞエルフ・KK-NKS71EA-6 H 13.03 3,605 5,345 87,772 739 7.2 
軽自動車ダイハツハイゼット 4WD660 H 20.07 804 4,441 46,494 410 10.8 
バイク ホンダ・スーパーカブ 202 H 14.06 169 - - - -
ホンダ・C50 プレスカブ 198 H 07.10 155 - - - -




作　業　機　機　名 規　格・型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
トレーラ　　① MF21 S 45.08 8 43 390
〃　　　　　② MF21 S 49.06 8 39 500
〃　　　　　③ デリカ DTD2300 S 63.10 8 25 600
〃　　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 8 22 811
〃　　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 8 14 811
〃　　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 8 20 651
プラウ　　　 スガノ TOYB-18 ×２ S 57.10 5 31 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY202C 16-18-20 × 2 H 13.03 5 13 797
ロータリーハロー　① コバシ KA201 S 55.03 5 33 680
〃　　　　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 5 25 650
〃　　　　　　　　④ ニプロ LX2202 H 03.03 5 22 649
ディスクハロー　① MTH2400 スター式 H 02.03 5 23 632
〃　　　　　　　② MTH2400 スター式 H 13.03 5 13 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 5 32 458
ウイングハロー 二プロ HW-3702B-3L H 04.03 5 21 1,030
二プロ WRS3610N-0S H 25.01 5 3 911
ツースハロー ※ 770 S 40.03 5 48 120
マニュアスプレッダ　① デリカ DF3000 S 60.03 5 27 1,145
〃　　　　　　　　　②　 タカキタ DH2080D H 18.02 5 8 775
ブロードキャスタ　① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 5 26 315
〃　　　　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 5 25 270
〃　　　　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 5 24 270
〃　　　　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 5 23 268
〃　　　　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 5 23 268
ライムソワ　① スター MSL-3030 H 04.08 5 21 281
〃　　　　　② スター MSL-3030 H 04.08 5 21 281
カーペットダスタ 丸山 CDM-2A H 11.03 5 15 1,499
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 5 32 680
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 5 24 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 5 36 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 5 25 620
均平ローラ スター式 S 42.02 8 47 180
K 型ローラ KP-822 S 45.09 8 44 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 8 32 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM-600W S 58.03 5 31 1,092
ブームスプレーヤ やまびこ製 BSN656S/3-YN H 25.06 5 3 2,074
ロータリーカルチベータ 二プロ PK-510 H 02.03 5 23 483
コーンハーベスタ コーンハーベスタ S 60.03 5 29 4,329
レシプロモア レシプロモア H 02.03 5 24 484
ディスクモア ディスクモア S 57.10 5 32 780
モアーコンディショナ モアーコンディショナ H 15.09 5 11 2,394
ジャイロテッタ ジャイロテッタ H 03.03 5 23 778
ジャイロレーキ ジャイロレーキ H 03.03 5 23 623
ジャイロレーキ ジャイロレーキ H 28.03 7 1 1,488
ロールベーラ ロールベーラ H 21.09 5 7 4,886
スラリスプレッダ スラリスプレッダ S 50.11 5 39 2,650
チョッパーミキサ チョッパーミキサ S 50.11 5 39 450
押土用ブレード 押土用ブレード S 52.01 4 37 490
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表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作　業　機　機　名 規　格・型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
サブソイラ サブソイラ S 55.07 5 34 250
フロントローダ フロントローダ S 62.02 5 27 945
ラッピングマシン ラッピングマシン H 10.03 5 16 1,499
畦塗機 畦塗機 H 04.02 5 22 460
畦塗機 畦塗機 H 28.03 7 1 797
圧送ポンプ 圧送ポンプ H 04.03 5 22 1,246
トレンチャー トレンチャー H 04.03 5 22 989
ロータリーマルチ ロータリーマルチ H 04.03 5 22 156
同時播種施肥機 同時播種施肥機 H 11.09 5 15 216
ブームモア ブームモア H 09.12 5 17 1,729
フレールモア フレールモア H 20.04 5 7 430
スノーブロワ スノーブロワ H 27.01 ７ 2 939
スライドモア スライドモア Ｈ 28.03 7 1 718
注．農機具の耐用年数は，農林水産省の ｢平成 10 年度農畜産業用固定資産評価基準 ｣による。
※発売元不明
10. 桑の管理について
平成 27 年度は 4 月 6 日（火）に前年度におこなった雪





平成 18 年度からの不動産等の異動状況は，表 10-1 のと
おりである。
なお，平成 26 年度から 2 ヶ年間の年度別収入額は表
10-2 のとおりである。
表 10-1　不動産等（建物）の異動状況












平成 20 年 6 月，
平成 20 年 6 月，

















平成 26 年 5 月，
平成 26 年 6 月，
平成 26 年 6 月，
平成 26 年 6 月
27 17,147
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平成 26 年度 平成 27 年度
農　産 9,540,328 8,977,761 著しく増収したもの







　　穀実（米） 7,428,038 6,624,601 
　　蔬菜（畑作物） 1,261,960 1,301,780 
　　果実類 850,330 1,051,380 
畜　産 26,577,184 38,130,380 
　　牛乳 8,312,364 10,322,564 
　　バター 51,340 60,550 
　　チーズ 0 0 
　　羊毛 0 0 
　　乳牛 1,196,843 3,464,683 
　　肉牛 16,936,423 24,175,583 
　　緬羊 15,000 104,000 
　　日本鹿 0 
　　その他 65,214 3,000 
林　木 8,198,067 4,285,000 
　　杉素材 8,198,067 4,285,000 
　　広葉樹素材 0 
　　椎茸等 0 0 
　　その他 0 0 
　合　　　　計 44,315,579 51,393,141 
表 10-3　年度別予算額一覧表
財源別 平成 26 年度 平成 27 年度
大学運営資金 142,162,881 130,148,818 
運営費交付金（特別） 13,797,000 9,962,000 
運営費交付金（特殊） 10,000 10,012 
間接経費 7,242,302 7,782,030 
寄附金 59,675,941 30,427,837 
受託研究 6,272,616 25,877,005 
受託事業 1,602,478 270,000 
目的積立金 0 0 




H27. 4.21 運営費交付金 （株）ヤンマー製 共立乗用モア
H27. 4.21 受託研究費 安井器械（株）製 マルチビーズショッカー多検体細胞破砕機
H27. 6.30 寄附金 （株）日本医化器械製作所製 人工気象器
H27. 7.21 預り補助金等 （株）レミング製 バイオガス加温装置
H27. 8.28 科学研究費 （株）日本医化器械製作所製 人工気象器
H27. 9.26 科学研究費 （株）筑水キャニコム製 筑水運搬車
H27.11.20 受託研究費 オリンパス（株）製 顕微鏡用デジタルカメラ
H27.12.14 寄附金 本田精機（株）製 燃焼器内リング
H28. 1.29 預り補助金等 前澤工業（株）製 脱硫・バイオガスボイラーユニット
H28. 1.29 預り補助金等 前澤工業（株）製 発電機
H28. 1.29 預り補助金等 前澤工業（株）製 ガスバッグユニット
H28. 1.29 寄附金 アイネクス（株）製 リーフポロメータ気孔コンダクタンス測定装置
H28. 2.15 預り補助金等 （株）レミング製 充電スタンド
H28. 2.15 預り補助金等 （株）ケー・テック製 バイオガスブロワー
H28. 2.23 預り補助金等 （株）レミング製　繊維質バイオマテリアル前処理システム用 レベルセンサー
H28. 2.23 預り補助金等 （株）レミング製　繊維質バイオマテリアル前処理システム用 温度センサー
H28. 2.23 預り補助金等 （株）レミング製　繊維質バイオマテリアル前処理システム用 pH センサー
H28. 3.16 運営費交付金 静岡製機（株） 色彩選別機
H28. 3.16 運営費交付金 静岡製機（株） エアコンプレッサ
H28. 3.16 運営費交付金 （株）IHI スター社製 ジャイロレーキ
H28. 3.18 運営費交付金 本田技研工業（株）製 シャトル
H28. 3.22 預り補助金等 （株）レミング製 バイオガス利用量測定装置
H28. 3.22 預り補助金等 （株）レミング製 バイオガス発生量測定装置
H28. 3.22 預り補助金等 （株）レミング製 発生バイオガス採取・放出装置
H28. 3.22 運営費交付金 （株）やまびこ製 共立　乗用ポット田植機
H28. 3.22 運営費交付金 松山（株）製 NIPLO  スライドモアー
H28. 3.30 運営費交付金 松山（株）製 NIPLO  畦塗機




平成 26 年度 平成 27 年度
件　数 金　　額 件　数 金　　額
円 円
基盤研究（A） 1 6,700,000 1 6,700,000
基盤研究（B） 2 9,500,000 2 5,100,000
基盤研究（C） 3 4,000,000 2 2,400,000
挑戦萌芽 3 5,100,000 1 1,500,000
若手研究（B） 2 1,700,000 1 1,100,000
奨励研究 1 500,000 1 700,000
国際共同研究加速基金 1 10,800,000











上　旬 6.2 5.7 8.7 16.3 28.1 29.8 29.8 36.0 30.4 23.1 21.0 11.9
中　旬 6.2 6.5 16.1 19.6 25.0 28.9 35.8 29.7 26.9 23.4 20.0 10.7
下　旬 7.8 9.3 18.8 28.2 30.1 28.0 34.6 25.6 26.6 20.6 13..5 12.5
月極値 7.8 9.3 18.8 28.2 30.1 29.8 35.8 36.0 30.4 23.4 21.0 12.5
最　
低
上　旬 -7.3 -6.9 -4.1 -2.1 2.2 7.4 13.9 19.4 13.9 4.9 2.0 -4.5
中　旬 -6.5 -6.1 -3.8 0.8 5.4 10.9 13.0 14.4 10.4 3.6 -0.5 -1.8
下　旬 -7.9 -5.9 -2.5 1.2 7.4 11.6 19.5 14.7 8.5 0.6 -1.8 -5.5
月極値 -7.9 -6.9 -4.1 -2.1 2.2 7.4 13.0 14.4 8.5 0.6 -1.8 -5.5
降　　水　　量　（mm）





上　旬 30.5 37.0 109.5 47.5 2.5 35.0 27.0 3.5 238.5 52.0 49.5 57.5
中　旬 17.0 39.5 41.0 66.5 56.5 32.0 7.0 112.5 117.0 5.0 87.5 47.5
下　旬 25.5 14.0 17.0 2.5 1.0 145.5 25.5 85.0 20.5 20.0 62.5 36.0




上　旬 41.7 27.3 30.9 28.9 33.6 39.2 71.2 53.1 57.1 52.5 36.2 33.5
中　旬 26.5 33.0 29.9 45.7 44.7 54.9 76.3 67.6 75.9 32.8 39.6 34.2
下　旬 34.7 22.7 34.9 48.7 47.9 70.1 59.8 97.0 58.2 47.0 35.9 42.5
月　別 102.9 83.0 95.7 123.3 126.2 164.2 207.3 217.7 191.2 132.3 111.7 110.2 1,665.7
日　照　時　間　（hr）





上　旬 13.0 23.9 23.7 40.5 76.6 66.9 45.6 78.4 18.0 66.9 39.5 33.2
中　旬 38.7 27.5 52.1 38.6 78.1 48.4 62.9 35.3 48.0 64.0 35.3 24.8
下　旬 32.8 35.3 80.5 108.5 85.5 38.6 74.3 2.0 62.3 60.4 30.1 37.3




上　旬 27.8 37.6 43.4 60.0 60.3 56.8 37.6 45.2 36.1 41.0 44.3 31.2
中　旬 32.4 38.5 50.5 56.2 54.6 48.5 34.6 35.6 35.6 43.2 34.2 25.2
下　旬 35.5 34.7 53.0 65.4 69.0 39.5 45.4 46.3 36.7 50.1 37.1 32.1
月　別 95.7 110.8 146.9 181.6 183.9 144.8 117.6 127.1 108.4 134.3 115.6 88.5 1,555.2
降　水　日　数　（日）
年 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平 成 27 年 17 16 15 12 6 10 8 16 14 13 15 14 156
平 年 値 16.8 14.2 14.2 12.0 11.3 12.4 15.7 13.8 13.7 12.4 13.4 17.0 166.9
1．2015 年（平成 27 年）の気象観測表
気　象　観　測　表　（平成 27 年）
気　　　　　温　（℃）












上　旬 1.7 2.2 6.2 11.8 22.3 22.8 25.0 32.6 23.9 19.9 15.8 7.7 
中　旬 3.1 3.2 8.4 15.2 21.5 24.9 29.7 27.0 23.9 19.1 14.3 7.8 
下　旬 3.2 5.5 12.3 22.7 24.5 23.8 31.8 21.2 22.5 16.0 8.7 5.5 





上　旬 -3.7 -4.5 -1.4 1.9 6.9 10.9 15.5 21.0 17.3 7.5 4.9 -0.9 
中　旬 -3.8 -3.0 -1.0 4.9 9.2 15.1 18.8 18.8 13.9 7.6 5.4 0.7 
下　旬 -3.1 -2.8 0.5 5.0 11.3 15.3 21.5 17.0 11.8 4.5 1.1 -2.3 





上　旬 -1.1 -1.3 2.2 6.6 14.4 16.9 19.8 26.3 19.9 13.9 9.6 3.2 
中　旬 0.1 0.0 3.3 9.7 15.4 19.4 24.0 22.4 18.5 12.6 9.6 4.2 
下　旬 0.0 1.7 6.2 13.8 17.7 19.1 25.9 18.8 16.7 9.9 5.0 1.3 








上　旬 3.1 2.7 5.2 12.3 18.5 22.0 23.8 28.2 25.4 19.9 14.3 7.6 
中　旬 2.5 3.3 7.4 14.1 18.8 22.6 25.1 27.4 23.4 18.3 11.3 5.2 
下　旬 2.3 4.3 8.8 16.7 20.7 22.6 27.1 26.7 21.2 15.8 9.4 4.6 





上　旬 -3.9 -4.9 -3.1 1.0 6.5 11.8 16.1 19.6 16.9 9.9 3.6 -0.7 
中　旬 -4.7 -4.4 -2.0 2.6 8.1 13.3 17.4 19.3 14.9 7.7 1.8 -2.2 
下　旬 -5.0 -3.9 -1.0 4.5 9.6 14.7 18.9 18.2 11.8 5.2 0.2 -2.5 





上　旬 -0.5 -1.1 0.9 6.5 12.4 16.6 19.6 23.3 20.7 14.5 8.6 3.2 
中　旬 -1.1 -0.6 2.4 8.2 13.3 17.6 20.9 22.7 18.7 12.7 6.3 1.3 
下　旬 -1.3 0.1 3.6 10.5 14.9 18.3 22.5 22.0 16.2 10.3 4.5 0.9 
平　均 -1.0 -0.5 2.3 8.4 13.5 17.5 21.0 22.7 18.5 12.5 6.5 1.8 10.3 
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